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第１話　同窓会ＢＢＱで食べられちゃった!?―Ａ型女子のえっちな事情




「ねぇ、美優。今日の参加者の中で、沢野君が一番格好良くて見違えちゃったと思わない？」

　女子トイレに入るや否や、平賀香奈枝が興奮気味に声をかけてきた。高校時代の同窓会バーベキューは、急な連絡だったにも関わらず二十人以上の参加者で賑わっている。川沿いのデッキテラス風のバーベキューエリアは開放的で、男女がほぼ半々という参加比率に、どことなくみんなのテンションが上がっているようだ。

「そりゃ、６年振りだもん。社会人になれば、男子だって昔より大人っぽくなるでしょ」

　私は内心、ドキドキしながら香奈枝の反応を伺う。彼女はさっきからしきりにアイメイクを勝負仕様に直していた。同い年だとは思えない艶っぽい横顔には女としての自信が現れているようだ。

「昔から頼れる感じではあったけど、なんだかグッと凛々しくなっててビックリしちゃった。幹事だけあってバーベキューの手際も良いし、アウトドア用品の扱いが手慣れてて男らしいんだよねー。決めた！　私、今日は断然、沢野君狙いでいくからね。美優も協力して。あぁ、今すぐにでも彼に抱かれたいぐらい」

　さっきからずっと、香奈枝は大きな声で彼の魅力をまくしたてている。

「そんなに格好良かったかな」

　私は内心の動揺を勘付かれないように、気のない返事をした。

　６年前に私と彼の間に起こった出来事を彼女は知らない。香奈枝と私の好きな相手が、いつもかぶっていたという事実も。




　高校在学中の三年間、ずっと同じクラスだった香奈枝とは、何故か好きなタイプが重なっていつもヤキモキさせられていた。

　しかも、Ｂ型で猪突猛進、思い立ったら直球勝負の彼女には、いつも遅れを取ってしまう。ちょっといい雰囲気になった男の子がいても、香奈枝の大胆なアタックとアプローチでかっさらわれてしまうのがお約束だった。恋愛とエッチが直結してるせいか、すぐにベッドインしてしまうのは、香奈枝の悪い癖だ。

　とは言っても、ウジウジしていつまでもバージンの私より軽いノリの彼女の方が男性にとっては魅力があるのかな、なんて24歳にもなって悩んでいることは、誰にも言えない。

　私だって、もちろん高校時代から恋多き女だった香奈枝のようにはなれないけど、オフィス機器メーカーのＯＬ姿が板についてきたし、ネイルや髪型もそれなりに気を遣って、スタイルも決して悪い方じゃないと自分では思ってる。ううん。っていうか、ちょっとがさつで大ざっぱな香奈枝より、女らしさや素材では負けてないはずだ。でも、そんなこと、死んでも言えない……私の方がきれいだもん、なんて口が裂けても公言できないだろうなぁ。友達を敵に回しても何の得にもならないもん。派手なアクションは起こさず、極力目立たないようにしている方がきっと利口だよね。それでも、いつかきっと私に合った素敵な恋人が現れるはずだって、秘かに信じてる。肯定してくれる男性がまだ現れていないのは悲しいけど、五年前に亡くなったおじいちゃんだって、美優は親戚中で一番のベッピンさんだって、ほめてくれてたんだから。ね、私って、そんなにブスじゃない……よね。

「もう、黙り込んじゃって。何考え込んでるのよ。慎重なＡ型の美優は誰狙いなの？　せっかく高校時代の仲間が集まったバーベキュー大会なんだから、無礼講だよ。今日は真面目ぶってないで、派手に騒がなきゃ」

　慎重で真面目なＡ型か……、決めつけられた性格に心の中で苦笑しつつも、そんな気持ちは気取られないように微笑みながら答えていた。

「今日はバーベキューのリブロース狙いかな。いつだって男より食い気だもん」

　手を拭いたハンカチをきれいに折りたたんで、バッグの定位置に仕舞う。自分の気持ちを乱されたくない。相手に本音を言わない方がいいことだってあるんだよね。香奈枝みたいにオープンマインドで周囲を巻き込んでしまったら、上手くいかなかった時が怖い。

「まったく、美優ったら相変わらずつまんないんだから。じゃ、私は沢野君に全力投球しよぉっと」

　10ミリ超えの付け睫毛を整えると、ミニスカートの裾を揺らして香奈枝は駆けだして行く。激しい……。あんなテンションで、何事にも物怖じしない彼女がうらやましい反面、Ｂ型の極端な振れ幅には付き合いきれない気持ちもある。

　それでも、自分の過去の恋心が悟られなかったことにホッとしていた。




　沢野凌……。クラスメート以上彼氏未満という関係で揺れ動いたほろ苦い記憶は、今でも時折心に浮かんでくる。いつも友達と騒いでにぎやかな日々を過ごしていた彼にしたら他愛もない出来事で、きっと記憶の隅にも残っていないのだろうけれど。

　彼は、高校時代からカメラが好きで、ある時話題の写真展について熱く語っていたことがあった。私がそれに興味を示したら、いきなり一緒に放課後に行くことになったのだ。それは、私にとっての初デート。写真を見ながらふとした瞬間、肩に触れた彼の手の優しい温もりを、今でも覚えている。

　そんな彼への淡い気持ちは、高校を卒業して吹っ切れたつもりでいたのに、久しぶりに彼を見てうろたえている自分がいた。想像以上に大人っぽくなっていたからって、それはどうでもいいはずなのに。

　高校時代は悪戯好きで子供っぽさが残っていた彼が、懐かしそうに友人と談笑している立ち姿には、仕事上の経験の積み重ねなのか、今までになかった穏やかさが垣間見えるようで、私は目が離せなくなった。集合場所で幹事として挨拶した彼の顔を見た途端、ヤンチャだった昔の面影が霞んでしまうぐらい、何気ない仕草さえも洗練されて見える。無造作に流した長めの前髪に、吸い込まれそうな瞳はグレーがかっている。モデルのように均整の取れた長い手足に、ラフに着崩した白いシャツとカーキのワークパンツ姿がしっくりと馴染んでいた。今は新聞社でカメラマンのアシスタントをしているって聞いたけど、マスコミ業界にありそうな軽いノリは全く感じられない。自由で快活そうな笑顔に逞しさと男らしさが滲み出ていて、私の心はトクンッと高鳴ってしまった。

　クラスメイトとして好感を持っていた高校時代に、あんなことがなければ、私達は恋人として付き合っていたのかもしれない。でも、きっともうあの頃に戻ることは不可能なのだろう。

　彼は男子からも好かれてたし、みんなの相談役っていうか、その頃から頼れるアニキ分みたいな存在だった。運動神経も抜群で、あんまり大会には真面目に出てなかったけど、水泳部でも割といい記録を出していた。

　そんな頼もしいクラスメイトが、会わなかった６年の間にぐっと大人びて現れたら、香奈枝じゃなくても騒ぎたくなってしまうだろう。

　どことは言えないけど、何となく仕事や社会生活に疲れ気味に見える他の男子と違って、彼には自分の道を真っ直ぐに進んでいる自信のようなものが感じられた。

　……でも、私には関係ないよね。

　終わったことを蒸し返すつもりはないもん。

　香奈枝みたいに積極的な子に関われば、惑わされてめちゃくちゃに傷つくだけ。だからと言って、彼女のようになりたいかと言えば、答えはＮＯ。周囲の場を乱すような、目立つ行動はできないし、したくもない。

　それで彼氏ができないのかなって、悩んでしまうけど、今日は別にいいや。

　リブロースのバーベキュー食べに来たんだもん。

　私は鏡に向かって二ィッと作り笑いをして、無理やり自分を納得させた。







「じゃあさ、沢野君、今彼女いないんだ」

　バーベキューテーブルで、彼の横にべったり張り付いた香奈枝がうれしそうに缶ビールを空けていた。

　その周囲では、他の参加者もチューハイやソフトドリンクを飲んで思い思いにおしゃべりを楽しんでいる。

　デッキテラスにいる女子の何人かは、焼けたばかりの肉を頬張りながら、沢野君と香奈枝のやりとりをチラチラと気にしている。みんな彼女の性格を知っているだけに、成り行きが気になるのだろう。

「それにしても、大勢集まったね」

　大崎千春がブルーベリーサワーを片手に、お肉の皿を持ってきてくれた。高校時代から、学内で一、二を争う美形だった彼女とは、なぜか気が合って卒業後もずっと親しく付き合っている。クールで美意識の高い彼女は、いっしょにいると刺激されることが多い。ＡＢ型は二重人格だとか、何考えているかわからない、なんて言われることも多い血液型だけど、千春を見てると知性と直感のバランスが取れていて、とても奥深い魅力を感じる。あまり私生活に立ち入らないのに、仲良く付き合えるのは相性がいいからなのかもしれない。

「幹事が沢野君だったから、こんなに来たんじゃないかな」

　前から統率力はあったけど、会場選びから飲み物、バーベキュー用品のレンタルの手配までそつがなくてスムーズに開催されたのは、彼の準備が適切だったからなんだろう。

　会場になったオープンデッキのある川沿いのバーベキューエリアは高台にあった。山のふもとを見下ろせば、暮れなずむ森林公園が浮かび上がって、とてもロマンティックだ。慣れないお酒が回って来たのかもしれない。なんだか人恋しくなって、好きな人とこんな夕陽を眺めたら幸せだろうな、なんて思ってしまう。

「最近、ずっと彼氏ナシなんだもん。私、一人寝が寂しいんだけど」

　香奈枝の直球過ぎる誘いに、沢野君は「オレだってずっと一人寝だけど、気楽だよ」なんて余裕で答えている。まんざらでもないような顔だけど、真意は読み取れない。

　あれだけ彼女が露骨にアプローチできるのは、あけっぴろげなＢ型だからだよな……と思うと、また心が乱れてきた。

　いけない。今日は千春や久し振りに会う女友達と、美味しいお肉を食べに来ただけなんだもん。なんとも思ってないんだから。

「だって、みんな週末をいっしょに過ごすような彼氏いるんでしょ。ねえ、千春はさっきも車で送ってもらって来たんだもんね」

　沢野君の返事が物足りなくて不満なのか、香奈枝が女子にまで絡み始める。

「まぁね」

　涼しげな顔で千春が軽く交わすと、今度は私に攻撃の手が伸びてきた。

「まさか、奥手で真面目な美優には、彼氏はいないよね。これまでも男の気配はないし、もしかして、彼氏いない歴24年だったりして」

　ばれてる!?　っていうか、その決めつけひどくない？　私がいかにもモテない女の子みたいじゃない。よりによって、香奈枝に言われたのがどうしても許せない。

　私はカーッとなって、つい口走っていた。

「それなりには、あるでしょ。だれだって」

「えっ、美優にもあるの？　ねぇ、エッチ込みの付き合いだよ。友達じゃなく。今、いい人いるの？」

　最悪。本当に香奈枝ったら無神経で鈍感なんだから！

「別にここで言わなくてもいいことだしっ」

　何か無性に腹立たしくて、経験のなさを誤魔化すために苛立った声を上げてしまう。千春はクールに成り行きを見守りながらも、話の流れを変えたがっているようだった。そんな千春の表情の微妙な変化に気が付いて、軽く頷いてみせたのが沢野君だ。

「そうだね、久しぶりに会ったら、みんなきれいで見違えたよ。恋人の一人や二人ぐらいいてもおかしくなさそうだ。ところで、そろそろ骨付きカルビ焼かない？」

「わぁっ、焼こうよ。クーラーボックスどこ？」

「あっちにお酒もまだあるよ」

　沢野君の言葉に、固まっていた空気が一瞬にしてほぐれて柔らかくなった。食べ物の話で場の雰囲気を仕切り直すなんて、沢野君ったらやっぱり典型的Ｏ型だなって思う。コンロに人が流れて、ホッとしていた私を気遣ったのか、彼がそばまで来てくれた。

「そういえばさ、美優ってフランス映画に詳しかっただろ。オレ、仕事の参考に見たい新作があるんだけど、今度つきあってくれない？」

「えっ!?　……私とで、いいの？……」

　信じられないような誘いの後、現在の携帯のメルアドを交換して、沢野君から明日、連絡が入ることになった。６年振りに……彼と二人きりで会うことになる。

　香奈枝はトイレなのか、ちょうど席を外しているようだった。

「へぇ、沢野君と映画に行くんだ」

　千春はさらっと、良かったね、と付け加えた。彼女は昔のことももちろん知っている。きっと私の気持ちをお見通しなんだろうけど、立ち入ってズカズカ踏み込んでくるようなことはしない。

　この何気なさが心地よくて、きっと彼女といい関係で付き合っていけるんだと思った。







　約束した日は金曜日だった。仕事帰りで普段着だった私は、映画を見に行くのに彼がスーツを着ていたことにまず驚いた。職業柄、カジュアルなファッションばかりなのかと思っていたのに、「たまにはちゃんとした格好ぐらいするよ」なんて言ってる。

「似合うね。スーツ姿、初めて見たよ」

「でしょ、美優にこういうオレも知ってほしかったし」

　沢野君はおちゃらけてそんな風に言ったけど、もしかしたら、私がスーツで通勤している可能性を考えて、合わせてくれたのかもしれない。彼は高校時代から、そういう気遣いをときどき過剰なまでにしてしまうところがあった。

「ネクタイだけは外そうかな」

「そうしなよ。私もラフな格好だし」

　シャツのボタンを外し、ネクタイを緩める男っぽい仕草に、私はドギマギしてしまう。高校時代に水泳で鍛えた体は、グレーブラックのスーツを纏うとセクシーなフェロモンが滲み出るようで、それだけで呼吸が乱れそうだ。できるだけ顔に出さないように気をつけたけど、頬がニンマリと緩んでしまっていたかもしれない。

「そういえば、昔から沢野君ってお洒落だったよね」

　みんなが無印やユニクロのような手ごろな量販店を定番利用していたときも、洋服や小物にこだわりがある彼は、都内のセレクトショップの商品を愛用していたという話を聞いたことがあった。自分が使うモノには妥協しないという姿勢が、高校時代から既に培われていたらしい。

「そうかな、まぁ兄貴も洋服にうるさかったから」

　照れた表情には、そんなこだわりに気付かれたくないとでもいうような困惑の色が浮かんでいる。もしかしたら、意外と格好つけしいなのかもしれない。そんなところが何だか微笑ましくて、親近感を覚えた。

「ここ、予約しておいたから」

　映画館のビルに入っているグリルダイナーは、天井が高くて広々としたガーデン風な内装が解放的だ。予約せずに来ているカップルや女性グループ達が店内に入る為に列を作っている。人気のあるお店を事前に手配しておくなんて、彼らしい配慮がうれしかった。

　あの頃は、もう一対一で会う日は来ないと思っていた。それなのに、６年振りに再会したバーベキューの夜に感じたのは、異性としてのときめきだった。それから、急に誘われて二人きりで会った今日は、プレッシャーを感じて向かい合っているだけで顔が火照ってしまいそうだ。彼が変わったのだろうか。それとも、私の方が変に意識しているのかもしれない。

　それにしても沢野君、お店に詳しいみたい。よく女の子と食事に行ったりしてるのかな。

「ここには美優を連れてきたいって思ってた」

「じゃあ、香奈枝は？　千春なんかどう？」

　自分以外の女の子はどこに連れて行きたいのか、と次々に疑問が湧いてくる。

「平賀はいっしょにいて楽しいけど、男としてはあのノリで来られると、ちょっと引いちゃう部分があるよね。大崎さんは味や雰囲気にうるさそうだし、美人だとは思うけど、取りつくシマもない感じ。どちらにしても、二人っきりで会おうと思ったことはないな。他の子のことはどうでもいいよ。美優と来たかったんだから、それでいいじゃないか」

　彼は透明なライムソーダ入りのお酒を飲みほした。その喉元に自分とは違う男のカラダを感じて、体の中心がキュンッと締めつけられるような、不思議な気持ちになる。それが不快ではなくて、なんだか体の奥底がくすぐったくなるような、甘い感覚だ。

「渋谷に猫の写真展、見に行ったときのこと、覚えてる？　あの日、どうしても猫が欲しくなってペットショップを見に行ったっけ」

　懐かしい記憶に、抑えていたいくつもの感情が込み上げてくる。

「覚えてるよ。学校帰り。ウィンドウのアメショーが可愛かった」

　あの帰り道の風景は忘れられない。いっしょにいる時間の全てがゆっくりと、夕日の色に染まって行くようだった。頬を撫でる風や、オレンジ色の空に流れて行く雲間の薄い日差しまでが鮮明に蘇ってくる。

　それだけ、私にとって特別な夕刻だった。

「まだ、オレの事こと許せない？」

　彼は思い切ったように口にした。

　それが６年前のことを意味しているのだとしたら、私と同様、彼も心にわだかまりを残していたのだろうか。まさか、向こうが気にしていたなんて思っていなかっただけに、私はうろたえた。

「何が？」

「美優と会う約束してたのに、ドタキャンして香奈枝と会ってたこと」

　二度と振り返りたくなかった、心の奥の古い傷は、意外と深い場所にあった。

「別に。だれとでも勝手に会えばいいんじゃない。恋人だったわけでもないし」

　少しの沈黙があって、沢野君が掠れた声を出した。

「オレは、美優と付き合いたかったし、そのつもりでデートに誘ってたさ。だけど、香奈枝がどうしても急用があるって言うから、断りきれなくなったんだ」

「何度も聞いたよ。それ、当時の言い訳だよね」

「本当だよ。あれから、美優は何度誘っても来てくれなくなった。香奈枝は当時、水泳部の後輩と付き合っていて、オレはその相談だとか言って、何度も呼び出されてたんだ」

「ウソじゃないのは、わかってる。でも、香奈枝は沢野君にもアタックするつもりだったって、もっぱらの噂だったから」

　結局、彼女は他校の生徒と付き合うことになり、当時の沢野君へのアプローチは沈静化していったようだ。

　それが真実であろうとも、香奈枝と天秤にかけて、ドタキャンをされたという事実は埋め合わせできるものではなかった。二度目のデートをすっぽかされた私は、一気に気持ちが冷めていくのを止められなかった。と言うより、そこで膨らみ始めていた恋心に自分でストップをかけてしまったんだと思う。

　香奈枝に振りまわされている沢野君と、距離をおきたかった。

　だから卒業まで何度か沢野君から誘われたのだけど、結局二度と受け入れることはなかった。

　プライドとか、そういう問題とは別に、ただ香奈枝と関わって傷付くのを避けたかったのかもしれない。当時は自分を防御するだけで精いっぱいだったんだと、今では思っている。それまでも、香奈枝の衝動的な恋愛行動で、タイプがかぶっている私は何度か胸が痛むような想いをさせられていたのだ。

　６年の歳月を経た今、そんな苦い記憶の中にいた沢野君が、私の前に座っているのが不思議な気分だ。

「ようやく二人きりで会えて、うれしかったんだ」

　瞳の中に、一途な想いが覗き見えたような気がして、私は言葉を失くす。

「そうかな、よくわからない」

　答えるだけで呼吸が乱れ、息苦しい。彼が私の事ことを真剣に想ってくれているのだとしたら、今まで何のために自分の心にストッパーをかけていたんだろう。

「高校の頃からさ、美優って近づき難かったんだよ」

　グラスのお酒を飲みほした沢野君に、恋人のように見つめられた私はどうしていいかわからない。

「そんなことないよ。千春と違っておバカなお調子者で、まるで彼女の引き立て役みたいだったから」

　沈黙が怖くて、つい手をパタパタさせながら、大げさな身ぶりで答えてしまう。

　それに、実際に私の高校時代は、千春の引き立て役に徹していたのは嘘ではなかった。学内で一、二位を争う人気の千春といると男子の視線が素通りしていくのは日常だったし、好みのタイプがかち合う香奈枝には積極性とお色気で後れを取って、学校内の恋愛は自然とあきらめモードになっていた。だから、クラスの男子には何の期待も抱かず、そんな気持ちが異性を遠ざけていたのかもしれない。

「バーベキューで久し振りに会ったら、美優がさらにきれいになってて、あせったよ。チャンスは今しかないと思って、あわてて声をかけたんだ。その……迷惑だった？」

「ううん。誘ってくれて、私も……うれしかった」

　自然に微笑むことができてホッとした。

　照れながらも、私を見つめる沢野君の眼差しは、私の知らない男の匂いがした。友達や仲間ではなく、異性として見つめられるだけでドギマギしてしまう。

「実はあの日、一目見たら我慢できなくなった。オレ、惹かれると、何ごとにも一直線に突進しちゃうタイプだから」

「そう言えば、高校時代もプロ用のカメラ買うために、学校そっちのけで夜間のバイトしたりしてたよね」

　普通のデジカメの十倍以上する本格的な機種がほしいと、学校に内緒で掛け持ちのバイトをしていた彼を思い出した。他の普及型商品や廉価版カメラはいくらでもあるのに、全く心を動かされなかったようだ。

「あの頃は無茶したなー。授業後は部活で泳いで、そのまま夜通しバイトして寝ないで登校してた」

「沢野軍団は、いつも授業中寝てたもん」

　沢野君と水泳部の男の子達はクラスの中でも目立っていて、よく『沢野軍団』と呼ばれていた。仲間同士の遊びも半端じゃなく派手で、夏休みや連休には自主合宿と称して海や山に繰り出していた彼らは、エネルギーが有り余ってるように見えた。

「懐かしいなー。みんなすっかり落ち着いちゃって」

　遠い目をする今の彼が、クラスの男子の中でも一番大人びて見えるのを本人は気が付いていないようだ。そんな人と、今二人きりで会っている事実を前にして、私はまた胸が高鳴ってくる。

　映画館で、触れ合った指先が今も火照っている。

「さっきはゴメン。驚かせちゃったかな」

「うん……ちょっとビックリしたけど……大丈夫」

　ミニシアターで映画を見ている時、クライマックス直前に沢野君が手を握ってきた。サスペンス仕立てのロマンス作品だから、気持ちが昂っているだけかもしれない、って思い込もうとしたけど、触れ合った指先が熱くて、彼が男として欲望を抱いていることが伝わってきた。

　沢野君は、もうセックスの経験があるんだろうか。

　高校時代に彼女の噂を聞いたことはなかったけど、二人きりで食事していて堂々とした振る舞いを見ていると、いろんな恋愛経験を積んでいそうだ。

「改めて言うけど、好きだったんだ。美優のこと。バーベキューの日に自分の気持ちを再確認したよ」

「え……なんか信じられないけど……」

　キャラメル風味のデザートの後で告られるなんて、予想外の展開だ。テーブル越しの熱い視線に、緊張で顔が引きつってくる。

「オレのこと、どう思ってるの。友達以上になれる？」

「それ、恋人っていう意味？」

「まぁ、そういうこと。今、付き合っている彼氏と別れろよ。美優も、オレのこと好きになれるだろ」

「まだ、わからないよ。再会したばかりだし」

　私はちょっと強引な沢野君の言葉にビックリしてモゴモゴと口を濁した。

　しかも沢野君、私に彼氏がいると思ってるんだ！　バーベキューの時、香奈枝に未経験と決めつけられるのが嫌で、いかにも恋愛経験があるかのように振る舞ったのを、覚えていたのかと思うと、耳まで赤くなってしまう。

　実は未だにバージンで、セックスどころかキスも未経験だとばれたら、香奈枝と同じように「真面目で奥手な」つまらない子だと思うんじゃないだろうか。そんな不安が頭を掠めて、私は彼の顔を直視できなくなってしまった。

「迷わないで。オレ、美優を大事にするよ」

「あの、そんな……あ、紅茶をもう一杯もらおうかな……」

　露骨に欲求を感じさせる視線が恥ずかしい。このままだと自分を見失ってしまいそうで、空になったカップを無理やり持ち上げてもう一度口に付けた。

　口説きモードに入ったときの彼は、すごく情熱的で、とてもじゃないけど抗うことなどできそうになかった。

　細身に見えるけど、水泳で鍛えた肩幅は広くて、押し倒されたらとても身動きできなくなってしまいそうだ。理屈抜きに、エッチな誘惑に心惹かれている自分も否定できない。

「行こう」

　会計を済ませて、エレベーターに乗ると、彼は肩を抱いてきた。

　お酒を飲んでいるせいか、荒々しい手付きに、私は一瞬、恐怖を感じてしまう。

「オレのこと、嫌いじゃないなら来て」

「どこに？」

「二人きりになれる場所に。オレ、セックスには自信あるんだよ。今の彼より美優を感じさせてあげる」

　過激な言葉に、私は返す言葉も見つからない。６年間の時を埋めようと、彼は焦っているように見える。ビルのエレベーターが降りた１階の出口は、映画上映が終わっている為か暗く人気がなかった。

「好きだ」

　一瞬、彼の顔が近づいたと思ったら、唇が触れ合ってキスされていた。柔らかくて体の力が抜けて行くような感触。突然のことに、私は抵抗もできなかった。

「ずっと、この気持ちは変わってないよ」

　再び肩を引き寄せられ、彼の顔が近づいてくると、私はギュッと目を閉じた。

　唇に触れることが、こんなに切なく胸をかきむしるような甘い感情を湧き起こすなんて思わなかった。やさしくて、キャラメルのほろ苦く甘い香りの後で、生温かい舌がそっと歯の間から口腔に忍び込み、私の舌に触れてくる。

「あっ……ヤダッ……」

「どうして？　今日は、オレのことを知ってほしい」

　ダメッっとその厚い胸を付き飛ばそうとしたのに、男の強い力で抑え込まれ、初めての口づけがディープキスに変わっていった。野性的に蠢く舌遣いは官能的で、体の奥に潜んでいた欲望が目覚めさせられていく。強引に引き寄せられ、繰り返される彼のキスから逃げることができない。

「嫌ッ……こんなところでっ……」

「ずっと我慢してたんだ……美優が欲しい」

「……うそ……」

「帰したくない」

　沢野君は、ビルのエントランスロビーに人気がない事ことを確認すると、大理石の柱の陰に私の体を押さえつけて荒々しく抱きしめてきた。彼の息遣いが、シンとしたロビーに反響する。

「こんなの……嫌……」

　全てを委ねて、大人の階段を上ってみたかった。

　それなのに、私の心は恐怖感で埋め尽くされている。秘密の鍵を奪われ、大事に仕舞っておいた未知の扉を強引に開けられてしまいそうだという不安には耐え難かった。それに、このままでは私が処女だってことも気付かれてしまう。いくつかの恋愛遍歴があるようなことを言っておいて、一度もセックスの経験がないのがわかったら、沢野君はどう思うだろう。それに自分自身が、その行為の後で、どうなってしまうのか全く予知できない。彼に恋しているのかも、まだ自分では確信が持てなかった。再会した日から、急速に彼に惹かれる気持ちを抑えきれない。でも、このまま抱かれてしまうのは危険だと、心の中で赤信号が点滅している。

「ごめんなさい。私、帰る」

　通路に出て、地下鉄の階段を一気に駆け下りた後で振り返る。沢野君の姿はもう見えなかった。涙が滲んできた。

　処女と自尊心がかろうじて守られた事ことへの安心感と、手にしかけた恋の気配があっという間に風化し消えて行くような喪失感が重なって、思わず唇を噛みしめていた。







「香奈枝がヌードモデルになったって!?」

　沢野君と微妙な感じで別れた翌週、久しぶりに千春と渋谷でお茶することになった。

　そこで私が聞いたのは、彼と香奈枝がホテルの一室でひとときを過ごしたと言う噂だ。

「バーベキューの日以来、彼女、裸の写真を撮ってほしいって、沢野君に猛アタックしてたらしいの」

「そんなの、下心見え見えじゃない。それを彼はＯＫしたの？」

「今はアシスタントの身だから、人物撮影は特に力を入れて勉強していたところなんだって。どこかホテルの部屋を取って撮影したらしいよ」

「……うそでしょ……」

　また香奈枝に彼をさらわれた、と体の力が抜けていく。

　そして、彼女の希望を受け入れた沢野君のことも許せなかった。

　衝動的なＢ型にとって好きになったらヌード写真を撮られるなんて、何でもないことなんだ。むしろ彼女は自分のカラダに自信があるから、それを沢野君にアピールする為に、撮影のチャンスを作ったのかもしれない。

　メリハリがあるボディラインで、フェロモンたっぷりの彼女が目の前で裸になったら、「あのノリで来られると引いちゃう」なんて言っていた彼だって、男として冷静ではいられないはずだ。

　沢野君だって男だから、性的な欲求があることは理解できる。ううん、もしかしたら、あんな人目に付きそうな場所で情熱的に抱きしめてくるのだから性欲が強い方なのかもしれない。私が拒否して帰った後、欲望を持て余していたとしたら、裸の香奈枝とふたりっきりになったときに、彼女の誘惑を拒否することなんかできない気がする。むしろ、彼の方から彼女をベッドに誘ってしまうのではないか。

　高校時代から何人もの男性を誘惑してきた香奈枝の手にかかれば、呼び出した口実はどうあれ、男女の関係になるのはいたって簡単なことだろう。

　あの日、彼を突き飛ばして帰った日の深夜に「ゴメン。また会いたい」ってメールが来たのに、自分の気持ちの整理がつかず、もう一週間も返事を出していなかった。これは、メールにマメな私としては、普通ならありえないことだ。でも、どう気持ちを伝えたらいいか、正直言って悩んでいた。

　その数日間の間に、香奈枝が体当たりで彼を奪ったとしたら……。私はとてもじゃないけど平静ではいられなかった。

「美優も、彼と映画に行った後で誘われたんでしょ？」

　鋭い千春に尋ねられると、私はごまかすこともできず頷いた。

「うん。でもキスはしたけど……結局最後まではしてないよ」

「じゃあ、その後で香奈枝に誘われて、要求に応じたって訳ね」

　急に彼が遠いところに行ったような気がしてしまう。

「大丈夫だよ。香奈枝の性格じゃ、どっちにしろ長く付き合えっこないんだから」

　千春はクールな顔でアイスミルクティーを口にするけど、私は放心状態で飲み物さえも喉を通らなかった。

「ただ彼女の体を一度抱くと、男性にとっては離れ難いらしいよ。前に香奈枝に振られた金子君が未練たらたらだったもの」

　バージンの私にはむごすぎる事実を、千春はさらっと言ってのけた。







「美優ちゃんといると、なんだか和むんだよな」

「本当ですか、私も祐樹先輩といっしょだと落ち着きます。血液型が同じだからですかね」

　そんなとき、会社の同じ部署で３つ年上の伊坂祐樹先輩に仕事の買い出しの同行を頼まれて渋谷のオフィス用品店から、そのまま二人で直帰することになった。

　沢野君と香奈枝の間にあったことの真相を確認できないままモヤモヤしていた私は、新商品展示会場の準備で忙しく働いている時だけ、沢野君のことを忘れることができた。心が不安定なせいか仕事中もいつも以上に祐樹先輩を頼ってしまう。先輩もそれに応えるように、やさしく面倒を見てくれるのがありがたかった。

　その居心地のよさに、嵐のように巻き込まれた沢野君との出来事を忘れてしまいたくなった。

　女性と違って、男の人はエッチしたくなると衝動を抑えきれないらしいし、千春は二人がもう深い関係であることは間違いないと確信しているようだ。私も正直言って、沢野君が誘惑に打ち勝ったとは思えなかった。もし彼が香奈枝とセックスしたのなら、前のように恋人候補としては考えられない。

　また彼女にかっさらわれてしまった、という敗北感だけではなく、心の中にふんわりと温めていた大事な想いが踏みにじられ、汚されたまま打ち捨てられていくような、そんな屈辱感がいつまでも私の中から抜けなかった。

「最近、元気ないぞ。飯でも食いにいくか」って祐樹先輩に誘われて入った値段の安い居酒屋が、却って気兼ねなく食事できる雰囲気で救われる。

　段取り好きの沢野君らしく、サプライズで人気のお店を予約しておいてくれたのは、驚いたけど正直言って悪い気はしなかった。

　でも、一方で行き当たりばったりに安い居酒屋に誘ってくれる裕樹先輩は、同じＡ型という血液型のせいか、気負わず自然体でいられるし、たわいもない話ができる。

　前から同僚たちも含めて飲みに行ったりして仲は良かったけど、こうして二人きりで出かけるのは初めてで、会社では言えない上司のグチで盛り上がったりして、素の自分でいられることが楽しかった。

「美優ちゃん、彼氏いるの？」

「え、今は……いません」

　彼氏ナシ歴24年で、この間、初キスを済ませたばかり、とはさすがに言えなかった。

　祐樹先輩は、背もそんなに高くないし、決して格好よくはないけど、清潔感があってやさしい人。こんな男性と結婚したら、穏やかな家庭が築けそうだし、いいお父さんになりそう、なんてつい想像してしまった。

　きっと、恋人というより、いい夫になるタイプなんだと思う。妻が節約しようと言ったら、それに協力して家計のことまでいっしょに考えてくれそうだ。それに比べて、沢野君はどうだろう。リーダーシップを取って逞しく家のことは守ってくれるけど、やりくりには無頓着な気がする。カメラも身に付けるものにもこだわりがあって、予算よりも品質志向の人。その上、好奇心もサービス精神も旺盛。香奈枝の申し出をいつも断れないのも、人の要望に応えようとする性格だからなんだろう。食べることも大好きで、飲み会や遊びの誘いに積極的に顔を出して、人といっしょに過ごす時間を大事にするのは、根が寂しがり屋なのかもしれない。日々行動的に過ごしたり、感性を磨くことに力を注いでいるから、コツコツ貯金するなんて苦手なんだろうなぁ。私とは金銭感覚が違うけど、気まぐれで自由な感覚は、彼の魅力でもあったりして。

「どうしたの？　真剣な顔で考え込んで」

「あ、いえ、別に。ちょっと気になることがあって」

　私ったらいつも、付き合ってもいないのに、つい頭の中で結婚生活まで想像してしまう。だって、本気で恋人になるなら、結婚を前提に付き合いたいと思うのが自然だもの。香奈枝みたいに、直感とその日の衝動で体を任せるなんてできないし、千春のように結婚にはこだわらないクールな恋愛観も、私には理解できない。

　好きな人に愛されて、幸せな結婚を前提にして、抱き合ったり、甘いキスをしたり、エッチなことも段階を踏んで教えてもらいたい……。そんな恋人関係を求めるのは無理なんだろうか。




「あのさ、この後、もう一軒飲みに行こうよ」

　居酒屋を出た後、しきりに祐樹先輩が体に触れてくる。

「今日はまだ、美優ちゃんと別れたくないな」

　酔いが回ったのか、私の肩を抱いて暗いラブホ街に向かおうとする。

「今、彼がいないんなら、オレと付き合ってよ」

　耳元でささやかれると、この前の沢野君と交わしたキスや、体の触れ合いが急激に蘇ってきた。

　こんなことは誰にも言えないけど、あれから私の体はセックスを体験したくてウズウズしてる。もう24歳だし、カラダも成熟していて男性との接触が刺激になってしまったんだと思う。触れられた胸が尖って、彼の指先を求めて眠れなくなってしまうこともあった。そんなとき、パンティーの中まで愛液が滴ってグッチョリ濡れてしまうと、その火照りをどうしずめていいのかわからない。気持ちでは、沢野君ともう会わない方がいいと思っているのに、目覚めかけた肉体が彼を恋しがってたまらないのだ。でも、そんなことは本人にも絶対言えない。ましてや祐樹先輩に相談するなんてできやしなかった。いくら社内ネタを共有して気が合う存在でも、体の秘めた部分のことは、好きな人にしか明かせない。

「ときどき、上の空になるんだから。でも、そんな美優ちゃんの謎めいた感じが好きなんだけどね」

　先輩の手が腰に回り、抱き寄せようと力を入れられた瞬間、私は反射的に飛び退いていた。

「なんだよ……美優ちゃん」

　祐樹先輩がそれでもしつこく腕を取ろうとしてくるのが、耐えられなかった。

　そんな私たちの横を中年カップルが通り過ぎて、坂の上のラブホテルに吸い込まれていく。

　壁面が汚れている、安っぽい電飾の入り口を通る二人は、不潔でいやらしく見えた。

　こんな場所で初体験なんかしたくないし、そこに誘う祐樹先輩のことまで薄汚く見えてしまう。

　そんな手で触られたくなかった。もっと、情熱的でロマンティックな腕に抱かれて……愛を感じながらエッチな快感に酔いしれてみたい……。

　胸の奥に覗いた本能の声にギョッとする。

「ゴメン、先輩。もう酔ったので帰ります」

　振り切って坂道を駆け下りる。

　いつも逃げてばかりいる、バージンで臆病な私。

　でも、やっと今、自分の心に気が付いた。

　電車に乗る前に、私は出せずにいた返信メールを打っていた。




「この間は、美優の気持ちも考えずに悪かったよ」

　数日後、ようやく連絡を取り合った沢野君の声は、どこか心細くて寂しそうだった。

　いつもは自信満々なのに、意外とデリケートな部分があるようで、何だか母性本能がくすぐられてくる。

　彼への気持ちが、恋だと確定した訳じゃない。でも、彼に会って真実を聞きたかった。

「香奈枝がヌード撮ってもらったって、あっちこっちで自慢してるよ」

「まさか。服は脱いでないよ」

「でも、ふたりきりでデートしたのは事実なんだ」

「あれはデートじゃない。カメラマンにとっての作品を撮る実習なんだ」

　電話で聞いた限りだと、彼は香奈枝からどうしてもと頼まれ、撮影用に郊外のシティホテルに出かけたらしい。彼女は裸になって撮影を希望したけど、沢野君は頑なに拒否したそうだ。

「ランジェリー風のナイティ姿は撮ったけど、指も触れずに二時間で解散したよ」

「香奈枝はスタイルを褒められたって喜んでたみたい。私にもメール来たよ」

　それは事実だった。彼女は撮影の数日後、バーベキューに出たほとんどの女子に、沢野君と特別な関係にあることを匂わせる報告メールを送っていたのだ。彼が自分の男になったのだと宣言するかのように。千春から噂を聞いていなかったら、私は二度と彼に会うことができなかったかもしれない。

「沢野君も、あの色香に惑わされちゃったんだ」

「おい、やめろよ。誤解だ」

　慌てた彼は、電話ではなく、ちゃんと話を聞いてほしいと、真剣な声音になった。

「真実を伝えたいんだ。会って話したい」

　真剣な声で訴えられて「私も、会いたい」と迷わずに答えていた。







　呼び出された場所は、沢野君が勤める新聞社そばのビジネスホテルだった。

「お茶でも入れてそこのソファで待ってて、もう少しで作業が終わるから」

　深夜までパソコンの写真データをやり取りして入稿する仕事があり、その後は、明日早朝に出る飛行機で取材に出かけるために、朝一番の空港への直行バスで出かけることになっているらしい。今回はアシスタントではなく、自分の撮影で取材を進める予定になっていて、仕事場近くに前泊することになったようだ。指定された部屋では、彼は画像調整作業の真っただ中だった。忙しい中、私に真意を伝える為に時間を取ってくれた彼の気持ちがうれしかった。

　ホテルの狭いデスクにノートパソコンを置いた沢野君は、スポーツ選手のインタビュー画像を表示し、掲載用のカットをセレクトしていた。

「いつも、こういう仕事してるんだ」

「あぁ、普段は先輩が撮るんだけど、この特集は全部オレの写真を使ってもらうことになった」

「よかったね。紙面に写真が使われるなんて、すごいじゃない」

　真剣にパソコン画面を見つめる表情に、見惚れている自分に気が付いた。

　祐樹先輩とあのラブホテルに行かなくてよかった……。

　迷いがない分、心に余裕ができたみたいだ。

「私、沢野君に言っておきたいことがあるの」

「オレに？」

　沢野君が作業を中断させて壁際のデスクから立ち上がり、窓際のソファに座っていた私の横に並んで座った。彼が真剣な眼差しで見つめてくる。今日はカジュアルな白いコットンのワークシャツと、黒いスリムなパンツだけど、そんな普段着姿もスーツに負けない位、格好良く決まっていた。

「その前に、オレも謝っておきたいんだ。平賀との撮影に行く前に美優に伝えておけばよかった。誤解させて悪かった」

「本当に香奈枝のヌード撮ってないの？　指も触れてないって信じていい？」

「当たり前だろ」

　彼の体がやさしく覆いかぶさってきた。肩に手をかけられて、顎を指先で持ち上げられる。久しぶりのキスを、ずっと待ち焦がれていた気がする。触れた唇は甘くてとろけるように柔らかかった。

「ん……」

　自然と悩ましい溜息が洩れてしまうのは、続きを体が求めているのかもしれない。祐樹先輩の時と違って、触れられるのが全然嫌ではなくて、むしろ自分から寄りそってしまいたくなる。

「オレ達、結婚しよう」

「は？」

「言っただろ。美優をオレだけのものにしたいって。他の女の子と誤解されるようなことは二度と御免だし、オレの方だってこの前、美優が渋谷で男と歩いてたの見かけたんだ。あんな情けなそうな男に、美優を取られる訳にはいかない」

「あれは……会社の先輩で、何でもない関係。それと……言いたかったんだけど……」

「何？」

「私、実は経験がある振りしてたんだ。本当のことを言うと、男の人と付き合ったことなくて、だから今もバージンなの、恥ずかしくて……言えなかった……」

「そんなの、知ってたさ」

「沢野君……」

「食事をする時には半信半疑だったけど、この前キスをした時の反応で、美優に経験がないことが確信できたんだ。だからこそ、オレも本気で結婚したいと思ったんだよ」

　見上げた瞬間、唇がもう一度重なった。息もできないほど強く抱きしめられる。

「香奈枝みたいにナイスバディじゃないし、男の人を悦ばせる自信もないの」

「何言ってんだよ。そのままの美優がほしいんだって。オレにとって美優以外は、どんなカラダだろうと何の興味もない」

「沢野君……」

「他のコなんかいらない。美優だから全てが欲しいんだ」

　抱きあげられて、ベッドに押し倒されたら、もう抵抗することはできなかった。

「あっ……んっ……仕事中なのに」

「この前、お預けした罰が優先だよ。たっぷりお仕置きさせてもらうからね」

「んっ……くぅっ……」

　あっと言う間もなく、ブラウスが脱がされる。胸を弄られるのが恥ずかしくて、腕で隠すことさえ許してもらえない。

「全部見せるんだ。未来の夫は全て知っておかなければならないんだからね」

「いやぁっ……あぁんっ……」

　ブラジャーをはぎ取られ、胸のふくらみを大きな手で揉みしだかれると、全身に痺れるような快感が走った。興奮して尖りきった乳首を指のはらで擦り上げられ、舌先でチロチロと舐められると、ひとりでに腰がくねってしまう。

「感じやすいんだな。妻として、開発しがいがありそうだ」

「あっ……そこはダメェッ」

　全身にキスの雨を降らせながら、沢野君が一枚づつ服を取り去っていく。

「止めてッ……嫌だ……」

　スカートは下ろされ、ストッキングとパンティーまで荒々しく抜き取られた。

　恥ずかしい部分を見られると思うと、もう一人の自分が欲望にストップをかけそうになる。

　無意識に足に力が入り、両ひざをガッチリと合わせて彼の指の侵入を阻止してしまう。

「ダメだよ、もっと力を抜いて。ほら、こんなに感じて濡れているくせに」

「あぁんっ……いやぁっ……見ないで……お願い！」

　だれにも見せたことがない秘密の部分から、熱くとろけた蜜が噴きこぼれて彼の指先を濡らしていく。自分も服を脱ぎ、裸になった沢野君が、逞しい体で包み込むように肌を合わせてきた。

　裸の皮膚がぴったりと触れる感触が気持ちいい。体が近づく毎に、さらなる一体感を求めて腰がいやらしく動いてしまう。そんな自分の反応が信じられなかった。

「私、おかしいの。こんな姿見られたら嫌われちゃう……」

「ばかだな。乱れてるところを見るのが男はうれしいんだよ。思いっきり感じてごらん」

　拒絶されると思った自分のいやらしい反応を、逆に愛情深い眼差しで見つめられても、私はとても信じることができなかった。

「うそでしょ……だって、変な声が出て……」

「だから、興奮するんじゃないか。ほら、奥は硬く閉じた蕾なのに、入口が柔らかくなって開いてる……エッチな行為を求めてる証拠だよ。そんな美優が、オレはかわいくてさっきから抱きたくてたまらなかったんだよ。今日は抵抗は許さないからね」

「うぅっ……あんっ……」

　秘密の部分を、彼の指が探るように弄って行く。そこからは欲望の蜜がたっぷり溢れる泉になっていて、チュプンッという音とともに指先がそっと沈められた。

「はぁっ……んっ」

　軽い痛みと同時に切ないような快楽の芽が兆していく。割れ目の内側を摩擦されるほどに、ジンジンと熱い血が滾り膣壁までがキュンッと彼の指先に絡みついて行く。予想もできない肉体の応答ぶりが、自分でも手に負えなかった。

「いいよ。最初にしては感度が高いって、女の子として自信を持っていいんだからね。この後は少し痛いけど、我慢してね」

　時間をかけた愛撫で揉みほぐした後で、とうとう沢野君が私の中に入ってきた。

「あっ……あぁんっ……痛ッ……」

「よし……すぐに気持ち良くしてあげるからね」

　ゆっくりと体が重なり、少しづつその存在感が私の中で増していく。

「……美優の中、熱くなってる」

「ううんっ……あぁっ……」

　めり込み、肉を切り裂かれて重ね合わせるような激痛に襲われているのに、彼の体が完全に挿入を遂げた瞬間は、下腹部が溶けて一つに混ざり合ったような、不思議な感覚があった。

「本当にひとつになれたね。オレ、一生、美優を幸せにするよ」

　耳元でささやかれて、痛みとうれしさが同時に襲ってきて涙が溢れてくる。

「すごくきれいな体だ。何度でも愛したくなるよ」

　彼が果てた後も、情熱的な行為が終わる気配はなかった。

「香奈枝のスタイルの方が良かった、なんて思ってない？」

　恐る恐る私は聞いていた。やはり、彼女の存在がずっと重く心にのしかかり、長い間コンプレックスになっていたんだと気付かされる。

「冗談だろ。それどころか……オレ、もう美優に夢中だ。明日は早いっていうのに、これじゃ今夜は眠らずに抱いてしまいそうだ。いや、出張から帰ってきたらこれからも……毎晩かな……」

　そう言って、彼は甘いキスをしてくる。

「何それ、信じられない。寝ないとかありえないでしょ」

「でも、ほら。美優だって感じてるくせに」

　敏感な場所を探られながら、私は彼の口づけを全身に受け入れていた。

「あぁんっ……。もう、知らない」

「カラダの方が正直に、好きだって言ってるよ」

　二度目の指を迎えた秘密の部分が、早くも彼を求めて潤み始めた。
























第２話　店長の補講で熱くイッちゃった―Ｂ型女子のえっちな事情




「まったく、どうして男ってＡ型の女の子に弱いのかなぁ」

　女らしくて清潔感があって、どこか控えめな印象を持つＡ型のイメージは、圧倒的に男受けがいい。私なんか「がさつで大ざっぱ、自分勝手」なレッテルを張られてしまう上に、いつも「香奈枝は典型的Ｂ型だね」なんて決めつけられてしまう。当たっているとは言え、断言される理由が、さっぱりわからなかった。「オレ、Ｂって苦手」なんて面と向かって言われた事まである。私だってオンナノコなんだから男の子の評判は気になるし、こう見えても傷付きやすいのに！

「Ａ型女子とＯ型男子か……。割り込む隙はないのかな……」

　元クラスメイト同士のカップル成立は本来ならハッピーなニュースだけど、自分がアプローチしていた最中に進行していたとなると微妙だ。先月の同窓会バーベキューをきっかけに再会したクラスメイトたち。私は大人びて超カッコよくなってた沢野君に「ふた目惚れ状態」だったのに、彼がＢ型の私とは真逆な、典型的Ａ型の美優を選んでいたなんてショックにも程がある。大体私は彼が、高校時代に美優と何度かデートしていた間柄だったなんて知らなかったし、同窓会をきっかけに二人の恋が再燃していたなんて、後から人に聞くまで想像もしていなかった。それから間もなくふたりの交際宣言を聞いたときは、たちの悪い冗談だと思っていたほどだ。

　そうとは知らずに、デート（だと自分では思っていた）に呼びだして、自分から二人きりになるような場所に誘ったり、露骨にエッチな雰囲気を作ったりしてた私ってバカみたい。まるで男に飢えてる欲求不満女のように見えたんだろうな…。エッチしたい気持ちが高まって、沢野君に抱かれたいと思ってたのは事実なんだけどね。人から見ればホテルに誘ったり、カメラマンアシスタントの彼にヌードの写真を撮らせようとしたりって、非常識な方法で痛いコだって思われてたかもしれない。でも、そんな事までして誘ったのは、本当に沢野君の彼女になりたかったから。

　何も気付かずに彼にアタックしていた自分を思い返すと、もう死にたくなる位恥ずかしい。

「あの時、はっきりと美優が好きだって言ってくれれば良かったのに、まるで私はピエロじゃない」

「好きになると、周りが見えないんだよね、私って……」

　昔から衝動が抑えられないタイプだったけど、24歳にもなって、またこんな失敗をしてしまうなんて、学習能力がないのかな。大体、週末だって言うのに予定が何もないのが余計に落ち込んでしまう。寂しくて思わずネットのショッピングサイトでスイーツのお取り寄せをしたり、新作ファッションのオークションサイトで人気アイテムを競り落としてみたりするものの、鬱々とした気分は晴れない。

　部屋をきれいにして仕事もプライベートも充実させ、毎日笑顔で気持ちをリセットさせたいのに、どうにもできない自分がはがゆかった。今の私には、何かが決定的に欠けている気がする。

　ティルルティルル……。

　甲高い電子音が携帯のメール着信を知らせた。一樹からのメールだ。高校時代のクラスメイトで、同窓会で再会したら近所に住んでいる事がわかり「今度飲みに行こーぜ」なんて誘われていたのだ。あの日は沢野君しか目に入らなくて適当な返事をしていたけど、今日の私は超寂しかった。だれでもいいから、今すぐ泣きついて話を聞いてもらいたい気分だ。

　画面を見ると「香奈枝は今日ヒマ？　今、駅前で居酒屋の割引券もらったぞ。飲まないか」なんて書いてある。断る理由はない。さっそくイエスとメールを返信。

「ちょうど良かった。ショックな事があったの。やけ酒付き合って！」

　思い立ったらジッとしてられないのが私の性分で、バッグを手にするとすぐに家を飛び出した。一人暮らしの部屋はクローゼットから溢れた靴や洋服で埋め尽くされた狭いワンルームだ。雑誌や洋服が散乱して自分の部屋とは言え、とても落ち着ける空間ではない。週末の度に掃除をしようと思うのに、先延ばしになる程に収拾が付かなくなっていく。しかも、今回のプチ失恋で部屋の中は一層乱れ、今ではこのまま全てを捨てて引っ越したい位の荒れ模様だ。落ち込んだ時には外に出た方が精神衛生上良いに決まっている。

「ごめん、待たせたかな」

「うぅっす。元気だった？　あれ、ちょっと痩せたんじゃない」

　駅前に待ち合わせよりも早く着いていた一樹は、照れたような笑顔で迎えてくれた。身長は高校時代のクラスで一番高くて、１８５センチ以上はあるだろう。育ちが良さそうな理知的な顔立ちに柔和な話し方が、いつだって周囲の人に安心感を与える。そして早速、「少し顔色が悪いんじゃない？」と、私の顔を心配そうに覗きこんできた。Ａ型らしい気遣いが、寂しくやるせない気分の私の心に響く。

「大丈夫よ。最近、寝不足なだけ。お酒飲めば治るってば」

　目一杯、元気そうな笑顔を作って見せたけど、一樹には強がっている事がお見通しのようだった。

「オイオイ、無理すんなよな。今日はウーロン茶にしておけ」

「ちょっと、そんなの余計具合悪くなるって。まずはビールよ。ビール」

「お前、それアル中のセリフだぞ」

　軽口をたたいて元気づけてくれる気持ちがわかるだけに、心弱くなっている今日の私にはとっても頼れる奴に思えた。

「ねぇ、ちょっと聞きたいんだけど」

「なんだよ」

「私って女として魅力ないのかな」

　アルコールが入ると、いつもなら軽く口にできないことも、ポロッと話せるようになる。一樹の目をジッと見つめて、男の人の本心を聞きたいと思った。

　失恋で気持ちが不安定になっているせいか、確かめずにはいられない。沢野君が私との関係を望まなかったのは、今の私に魅力がないせいなんだろうか。

　一樹に恋愛感情を持ってるわけじゃないけど、女として私が「イケてるのかイケてないのか」気の置けない友達だからこそ、本音を聞いてみたかった。

「いや、そそるタイプだと思うよ。情熱的だし、どこか奔放で小悪魔風というか、男としては放っておけないキャラクターなんだよね。それに、こう言ったらセクハラかもしんないけど、カラダつきが妙にエッチっぽいんだよ」

　ビールを飲んでいるせいか、温厚で草食男子そのもの、普段は人畜無害で面白みがないとさえ思う一樹の視線に、チラッと男の欲望が見え隠れしたような気がして、私は胸が騒いだ。

「ううん、最近お腹がヤバいの。ダイエットしなきゃ」

「いや、程良く肉が付いてるし、それ位がちょうどいいんじゃないかな。やせ過ぎは魅力ないし」

「じゃあ、やっぱり沢野君の好みじゃなかったのかな」

　何もかも一樹に聞いてもらい、少し気が楽になる。Ａ型の男性って、こういう時にありがたいと思う。面と向かって否定するような事がなく、穏やかにやさしく包み込んでくれるような語り口調にも癒された。何でも話せる男友達として、貴重な存在かもしれない。

「一樹はどうなの？　会社の先輩と付き合ってるんだよね」

「うぅん。でも、今向こうが関西地区に出向してるから、遠距離状態でさ。なかなか会えないんだ」

「寂しい？」

「あぁ。なんか、週末ヒマだしさ、やることないよ。実家住まいでも、うちの家族だれも飲まないから、家で一人で酒飲んでもつまんないし」

　居酒屋の店員がテーブルを回り、オーダーストップを知らせに来た。話しこんでいたら、閉店まであっと言う間だった。

「まだ飲み足りないな」

「じゃあ、うちで飲もうか。コンビニでお酒買って」

「いいの？」

「うん、でも散らかってるよ」

　一樹がうれしそうに「いいよ。じゃあ、オレつまみ買ってくる」と、焼き鳥屋さんの店先に向かって駆けて行った。




「あっ……何するのっ」

　ワンルームの部屋に入った途端、玄関先で一樹が抱きしめて来た。

「今日の香奈枝、すごく色っぽい」

「ちょっと待って、うそでしょ……一樹、彼女がいるのにおかしいよ」

「いいじゃん、寂しい者同士。今日は慰め合おう」

　顎を指で引き寄せて、半ば強引にキスされてしまう。長身の彼に抱きしめられると、女としては背の低い方ではない私でも壁際に押し付けられた体を動かすことができなかった。アルコールと男の人の肌の匂いがして、今まで友人としてしか見てなかった一樹が急に人が変わったように見えた。引き寄せられて密着した体が熱い。さっき、居酒屋でちらりと男の視線をのぞかせた時から、彼は下心を持っていたんだろうか。ううん、私の方が無意識に挑発して、友達という安全な枠から男性としての一樹を目覚めさせたのかもしれない。

「んっ……あっ」

「この上着、脱いじゃえよ」

「こんな所じゃ……嫌」

　もつれるように狭いキッチンを通って、二人でベッドに倒れ込んだ。

　電気を点ける間もなかった。シャワーも浴びずに、彼は息を荒げて私の服を脱がせ、繊細な指づかいで体中を愛撫してくる。

「あっ……んっ……」

「さっきから、落ち込む顔見てたら……こうするしかないって思った。沢野の代わりに、オレが抱いてやるから」

「……一樹……」

　そんな事を言われても、彼の代りにはなれない。虫のいい言い訳だとわかってはいた。恋人がいるのに女友達に手を出すなんて、フェアじゃないし身勝手だ。でも、私は大きく骨ばった手で体を撫でられ、温かい肌の温もりに包まれただけで、寂しさが急速に癒えていくのがわかった。

　友達としてのいい関係を壊すかもしれないのに、異性としての体の触れ合いを求めていた。お互いの孤独感と欲望が入り混じって、刹那的な快楽が高まって行く。

「あぁっ……そんなの……」

「乱れる姿、オレに見せて……」

　服を脱いだ一樹は、意外な程強引で荒々しかった。お酒の酔いがあるせいか、私も彼の挿入を大胆に自分から求めるように足を開き受け入れてしまった。

「んっ……はぁんっ……」

「すごい……香奈枝の中、ギュッと締めつけてくる……たまらない……」

　友情を取り払った私たちは、罰当たりなほどに激しくお互いをむさぼりあった。飾る事なんてない。そう思うと、たまっていた欲望がせきを切ったように溢れ出してくる。

　一樹は、一度達してからも疲れをしらないように、何度も私を求めてきた。

「いいよ……な、香奈枝。寂しくなったら抱いてあげるから、いつでも呼んでよ。なんなら、毎週でもいい」

　私を貫きながら、うわ言のように一樹が繰り返す。

「遠距離って難しいんだよ。なかなか会えないし、彼女とは、もう別れるかもしれないんだ……な、オレ達、付き合おうよ」

「ダメだよ……私はまだ……割り切れないもん」

「じゃあ、こうして夜だけ会いに来てもいい？」

「そんなのイヤ……」

　これじゃ、私はただの都合のいい女だ。遠距離の彼女がいて、セックスは近所に住んでる元同級生で間に合わせるなんて。

　そう思いながらも、私は彼の体にしがみついて、束の間の快楽だと自分に言い聞かせながら歓喜の声を上げていた。







「今日もメール来なかったな……」

　一樹を今まで男としては見てなかったのに、あの夜以来、気持ちが変わってしまったみたい。割り切って寂しさを埋めるどころか、温もりが欲しくていてもたってもいられない。好きなのは沢野君のはずなのに、いつしか一樹の指や、包み込むような厚い胸に焦がれている。決して恋愛感情ではないのに、切なくてキリキリと体中が軋むようだった。

　この間の同窓会まで何年も会っていなかったのだから、一樹から連絡がないのも考えてみれば不思議ではない。なのに、お酒の勢いで体を重ねたその記憶が鮮やかに蘇って、私を苦しめる。

「寂しくなったら抱いてあげるって……言ってたよね」

　衝動的にメールして誘いたくなる。夜、眠れないときに、何度も一樹が入ってきたアソコが火照って、思い出すと蜜が溢れてきた。

「この前……入ってきた一樹のおちんちん、大きかった……」

　自分で割れ目を擦って、この前された行為を指先で再現した。はしたなくて情けない自慰で、何度も熱い体が蘇り、唇や舌で愛撫された動きを反芻する。

「ああっ……んっ……気持ちイイ……」

　ひとりで慰めていると、たまらなく男の人の肌が恋しくなった。

　好きな相手とエッチするのが一番だけど、そういう存在がいない場合、元カレやセフレに頼るしかないんだろうか。一樹の「いつでも抱いてあげる」って言う言葉が耳から離れない。

（例えば、一樹とこのままセフレとして付き合ったらどうなるんだろ）

　自尊心とエッチな気持ちの高まりの間で心が揺らぐ。

　そんな提案をしたら、彼は喜んで承諾するような気がする。彼女がいるとは言え、私とのエッチの相性は悪くなかったようだ。というか、その最中に感じてしまって隣近所に聞こえそうな大声を上げてしまった程だ。今までつきあった男性の中でも、一樹のやさしく繊細な抱き方は、だんとつに安心感があって心地よかった。あの丁寧な指遣いや微妙な舌の動きを体が痛烈に欲しがってしまう。

「いやだ、彼女がいる相手なんだから。忘れなきゃ」

　落ち込んだ気持ちを振り払うように挑発的な服を着て、部屋はそのままに玄関を出た。

　沢野君の代理を求めているだけなのか、モヤモヤしたまま考えていても何も解決しそうにない。家にいたら、きっともっと暗くなる。

　街を出て、目についた洋服や雑貨をカード支払いでどんどん買いこむ。ブティックのデザインマークが入った、色とりどりのショッピングバッグを手にすると、自然と気分が上がってくる。これはサイアクな落ち込みを脱出するのに一番の特効薬的な方法だった。

　傷つかず、誰にも傷つけられず、ショップスタッフの女の子達のほめ言葉も心地良く、自分を肯定する手助けをしてくれる。新しい服や靴でコーディネートを考えるときも、その組み合わせでどこへ行こうか思いを巡らせると、最近、不調な恋愛運もきっと良い方向に回っていくような気がするのだ。

「あ、あれ？」

　駅ビルのエントランスに入ってきたカップルとすれ違うと、私の頭が真っ白になった。

「一樹……」

「か、香奈枝……」

　彼に寄りそうスーツ姿の女性は、旅行用のキャリアケースを引いている。ストレートな髪に透明感のある肌が、彼女の清楚な美しさを際立たせていた。遠距離恋愛中の彼女が上京して来ているのだと、一樹の動揺した目が語っている。

「どうしたの？　一樹君」

　その見上げた表情には、二人の親密さが現れていた。小首を傾げて彼を見上げる彼女の愛情のこもった眼差しに、私は言葉を失ってしまう。

「あ、高校ん時の友達。香奈枝、悪い、オレ達急ぐから。じゃあな」

「あ……うん。じゃあね！」

　わざと軽い調子の挨拶を交わして通り過ぎた後、急に心臓が締め付けられるようになった。そっと振り返ると、映画館のあるビルに寄りそいながら二人のシルエットが消えて行く。彼女を気遣うように、やさしく背中に回した腕からは、彼のまっすぐな愛情が伝わってくるようだ。遊びじゃなく真剣に彼女と付き合っているのだと、その後ろ姿が訴えている。

「完敗だな」

　本気でもないのに、彼を奪おうかとさえ考えていた自分が恥ずかしかった。

　やりきれなくて、私は二人と反対方向のショッピングビルに駆け込んでいた。

　自分を変えたい。でも、きっかけが見つからないまま、私は迷走していたのだ。







「ひ、引き落としが……できないっ？」

　月末に通帳を確認すると、家賃や公共料金の引き落としをする口座には、ほとんど残高がなかった。

　金曜日の仕事帰り、通帳記帳をして「こんなに使ってたっけ」と青くなっている私って間抜け過ぎる。

　もしかして私、依存症気味なんだろうか。セックスの記憶やショッピングへの執着が激しくて、どちらかが満たされていないと不安で仕方がなくなるのだ。エッチ依存症で買い物依存？　そうだとしたら、何か対策を取らなくちゃ、このままじゃもっとダメダメな生活になっちゃう。

　安易に男友達に抱かれるなんて間違いだとわかっているのに、一樹との夜が未だに忘れられない。

「暇な時間があるからいけないんだ。寂しさや虚しさを感じないような生活スタイルに立て直さなくっちゃ。仕事が終わってから、乗り換えの駅で時給のいい居酒屋店員のバイトかなんか探そうかな……」

　私は思い切ってフリーペーパーで勤務後のバイト先を探す事にした。







「で、出会い喫茶って何」

　てっきりカフェのウエイトレスだと思って面接に向かった先は、普通のコーヒーショップではなかった。店内はガラス張りになった女性団らんブースと、パーテーションで分割された個室トークコーナーの２ゾーンに分かれている。

「そうです。わかりやすく言うと出会い喫茶に来るＯＬを装ったサクラになってもらいます。ご覧のようにプライベートな出会いを求める方々のためのスペースでして、来店した男性客がガラス越しに見た女性ブースから好みのタイプを指名して、個室に移動しておしゃべりを楽しんでもらう場所なんです。呼ばれたらフリーのお客さんのふりをして、トークコーナーのブースに一緒に行ってください。男性のお客様と一緒にお茶を飲みながら、コミュニケーションタイムを自由に楽しんでもらいます」

「それが『お仕事』ですか？」

　業務内容は簡単そうだ。男性とおしゃべりしてお金がもらえるというのは、今の私が不足している部分までフォローできそうな気がする。

「そうです。先日、男性情報誌に紹介されたら反響がすごくてね。女性側の来店者が、どうしても足りなくなってしまうんですよ」

　そこでサクラが必要になると言うわけだ。

　オーナー兼店長の宮嶋さんは、お店の裏事情も含めた業務内容を穏やかな口調で説明する。40歳手前位だろうか。スマートな物腰で言葉遣いは丁寧だが、大人の危うい世界をかいくぐってきたようで、会社員にはないタフな男っぽさが滲み出ている。ダークグレーのスーツにノーネクタイのブルーのシャツのボタンを上から２つ目まで外して、短めに立たせた髪と顎ひげで着崩したスタイルがどことなく野性的でセクシーな雰囲気を醸し出していた。

「男性は入会時に五千円、個室ブースに入ると、さらにトークタイム料が十分毎に加算される仕組みなので、お店にとってはできるだけ長く滞在してもらった方がいい。店外にデートに誘われると思いますが、できるだけ在店時間を引き延ばしてもらいたい。その結果は各自の給与にもつながります」

　多くの女の子を面接して何百回も、このいかがわしいお店のシステムを説明して来たのだろう。内容が簡潔でわかりやすく、私の理解度を図りながら話を進めてくれる。仕事は厳しそうだが、上司としては頼りになるタイプだ。

「お客さんと長く過ごした方が、お店の収益が増えるってことですね？」

「そういう事です。普通のウエイトレスよりは若干ハードな接客業だと言う事は覚悟してください。ただ、業績により時給は上がりますから、ダブルワークの方でも高収入は夢じゃないですよ」

「高収入……」

「ＯＬの方で、本業以上の給与額になった方もいます」

「や、やります！　がんばります」

　即決採用で、翌日から勤務することになった。これでカードの支払いも何とかなるかもしれない。うれしくなった私は調子に乗ってセール会場に寄り、しこたま買い物をしてしまった。本当にしょうがない奴……。







「え。ホテルに行こうですって？」

　中年サラリーマンが全身に舐めるような視線を這わせてくる。トークブースは二人掛けのソファとミニテーブルが置かれた狭いスペースだった。簡易パーテーションとは言え、ほとんど密室状態で見知らぬ男性と二人きりで過ごすだけでも、私は緊張して体が強張ってしまう。男性客がやたらと体を寄せてくるし、しかも相手はしきりにラブホテルに行こうと誘いをかけてくる。ソファ席で後ずさりながら、私は完全に動揺していた。

「君、こういう場所初めてなの？　初々しいな。その戸惑った表情もいい。気にいったよ。ね、この店出て二人でゆっくりできる場所に行かない？　ホテルが無理なら、お酒を飲みに行こうか。いいバーを知ってるから」

「あの……、まだ会ったばかりなので、そういう場所に行くのはちょっと……」

　困ったように俯くと、メタボ気味のオジサンはまだ物欲しげに私の胸元を覗きこんでいた。会社ならセクハラで訴えられそうな行為も、この店では許されるらしい。

「いいオッパイしてるよね。触りたくなっちゃうな」

　宮嶋さんの言った通り、この人も店外へ誘うためにあらゆる口実を設けて私を説得してきた。ここで好みの女の子を探し、トークブースで口説き落としてラブホテルに連れて行くというのが彼らの思い描く出会い術のようだ。ここはいわば屋内ナンパスペースのようになっているのだ。街中では女性に声をかけられない彼らも、店のシステムを利用すれば、一般の女性（サクラが含まれているとは知らず）と恋人気分を楽しむことができる。

　女の子の合意さえ得られて、外に連れ出せば二人は一層自由な時間を満喫できる、と考えているのだろう。

「私達会ったばかりじゃないですか。もっと鈴木さんの事、聞かせてください」

　興味深げに相手の目をジッと見つめてみる。自分に興味があるものと勘違いをして、男性も悪い気がしないようだった。

「う～ン、平凡な会社員だよ。趣味はドライブと釣りかな。今度連れて行ってあげようか」

「うわぁ、楽しそう！」

　向こうが話している間は時間をかせぐ事ができる。ありったけの作り笑顔で在店タイムを伸ばそうと、私は必死になって口角を上げた。それでも敵もさる者。暇ができればこうしたお店に通っているというだけあって、抜け目なくエッチな行為を仕掛けてくる。

「ホテルが無理ならさ、ここで本番やらせてくれない？」

「な、何言ってるんですか。無理ですよ」

「ただとは言わないよ。二でどう。お小遣いになるでしょ」

　援交!?　私はショックで二の句が告げなかった。

　お金が欲しくてこのバイトを始めたと言っても、エッチは好きな人としたいし、目の前にいるでっぷりと脂ぎったオジサンと肌を重ねるなんて考えられない。本当は「このスケベおやじ！」と蹴飛ばして出ていきたい位だけど、初出勤で問題を起こしたら店長の宮嶋さんに顔向けができないと思い、なんとかその衝動に耐える。

「お、お金なんて……要りません」

　お金欲しさで始めたバイトではあったけど、その時の言葉は本心だったと思う。とにかくきちんとこなさなきゃというプレッシャーで頭の中はグラグラしていたが、援助交際にまで踏み出す気は絶対になかった。

「ふぅん、でも、そのピチピチした体見てたら、勃ってきちゃったよ。ちょっとだけ舐めてよ」

「そッ……そんな……できません」

　私は風俗嬢じゃないんだから！

　そう言いたくて、今にも泣きそうになってくる。目の前でファスナーを降ろし、勃起したペニスを取り出されて、私は息が止まりそうになった。

「む……無理です……私、初めてなんで……」

　エッチ好きを自認している私だって、フェラチオは好きな男性でなきゃ到底無理だ。それでも相手は性器を仕舞おうとはしなかった。女の子に大きくなった状態を見せる事に興奮しているのかもしれない。

「舐めてくれないなら、そのオッパイ触らせてよ」

「あっ……」

　有無を言わさず、薄地のニットの上からバストに触れて、大きく丸っこい手で愛撫し始めた。

「くっ……うぅっ……」

「なんだ、感じてるんじゃないか」

「あ……イヤッ……」

　胸の丸みに沿って掌を微妙に擦られて、私は一瞬、体の力が抜けてしまった。向こうはその隙を逃さず、ニットの裾から手を入れて、ブラのホックを外してくる。たくしあげられた部分から、尖った乳首まで露出してしまった。

「おお、いい形のバストだ。プルンプルンだ。若い肌が弾けそうだ」

「いやぁっ」

　コリコリにしこった乳首を掴まれ、よじられる度にジィンと体の芯に火がついてくるようだった。ついには舌先で捉えられて、ピチャピチャと舐め回すはしたない音が室内に響いた。

「……んっ……」

　頭では拒絶しているのに、一樹に会えず欲求不満気味だった私は、堪えきれずに喘ぎ声を漏らしてしまう。

「いい体だ。反応もいい。スカートの中はどうかな」

「あ、やめてくださいっ」

　ふとももに沿って入ってくるオジサンの指に私は抵抗していたはずなのに、いつしか秘密の部分への侵入を許してしまっていた。

　パンティーに到達した指は、柔らかく膨らんだ恥骨周辺をやさしく撫でながら、ゆっくりと敏感な場所に降りて来る。

「……濡れてるよ。ずいぶん感じやすいんだな」

「あっ……くぅっ……」

　指が割れ目の筋に沿ってクチュッ、クチュッと湿った音を立てて蠢く。子宮の奥はジィンと痺れるような快感で支配された。

「はぁっ……あっ……」

「こんなに感じてるんじゃないか……ね、ここでやらせてよ」

「そ、それだけはダメぇっ」

「じゃあ、オジサンの握って。ほら、こんなになってるんだから」

　見知らぬ人に体を触られ、性感を刺激されて私は完全に冷静さを失っていた。結局最後には断り切れず、オジサンのアソコを手で刺激して射精まで導いてしまった。そうしなければ、勢いで抱かれてしまいそうな自分が怖かった。

「また会おうよ」

　しつこく連絡先を尋ねてきて一緒に店を出たがるオジサンに「トイレに行って帰るから」と断って見送った。その後も『業務』を続けるには勇気が必要だったけど、こうなったらできるだけ時給をかせごう、という変な職業意識が芽生えていたようだ。

　そして、その後にトークタイムで指名された学生と若いビジネスマンとも同じ展開になった。店外に出る事を断ると、おしゃべりだけでは済まずに、セックスすれすれのボディタッチが求められる。

「なんだか……すごくエッチしたくなってきちゃった」

　触れられた肉体は、その先を求めてジンジンと火照っている。この欲求を解消しない事には、おかしくなってしまいそうだ。こんな場所で長く働いていたら、そのうち男性の言いなりになってしまうかもしれない。

　他のサクラ達にこっそり聞くと、密室内でお金を取って性行為を受け入れたり、自分のサービス料金を設定して気が向けばラブホテルまで付き合う、ホテトル嬢顔負けのコもいるようだ。どの子も見た目は普通の学生やＯＬだ。今までは遠く感じていた「援助交際」と言う言葉が、ここではやけにリアルに感じられる。

「お金には困ってるけど……それだけは避けたいんだよね」

　外に出て要領よく高級店で食事をおごってもらい、その上で何もさせずにバイバイする、というベテランのテクニシャンの話まで聞こえてきたが、そこまでしたたかになれる自信がなかった。副業なのだから、変な欲に惑わされず、時給という形で割り切って働いた方がいい、と私は自分に言い聞かせた。







「閉店までもう少し。がんばって」

　初めてのバイト体験に戸惑いながらも、その日の勤務をこなせたのは、宮嶋さんが途中で励ましてくれたおかげだと思う。古いスタッフの人に聞くと、宮嶋さんはクールな印象だが面倒見は良く、バイトの悩みにも親身になって答えてくれる頼りになる存在なのだそうだ。ＡＢ型のせいか感情を表には出さないけど周囲の様子に気を配っていて、客とスタッフのトラブルも冷静に判断しスマートに対処していくらしい。

「それにしても、なんだか……この職場って刺激が強すぎる……」

　ムラムラモヤモヤが止まらない。熱くなった体は自分で慰めてごまかせるような状態ではなかった。目眩がするような高まりで、頭がぼおっとのぼせてくる。

　嫌いなタイプじゃなければ、もう誰でもいいとさえ思えた。

　タイムカードを押した後、「初出勤おつかれさま」と宮嶋さんに声をかけられた瞬間、「あの……もう駄目です……」と私は座り込んでしまった。







「大丈夫？」

　運び込まれたのは、事務所奥にある仮眠室のベッドの上だった。保健室のようなパイプ式のベッドと白いクローゼットが置かれ、意外と清潔感のある部屋だ。終電を逃したスタッフの為に用意されている場所だと宮嶋さんが説明してくれる。

「熱があるのかな、頬が赤くて目が潤んでるね」

　ベッド際に立っていた長身の彼が、私の顔を覗きこんで苦笑している。どうやらこんな状況になった原因を全て把握しているような表情だ。

「張り切り過ぎたのかな。三人を相手にしたのは、初日にしたら上出来ですよ。期待の新人は見込み以上ってとこかな。香奈枝さんを指名したお客様は、みんな満足して帰って行ったらしいから」

「それは良かったんですが……思ったより、体の負担がすごくて、立てないんです……」

「ふむ……」

　その状態に心当たりがあるように、宮嶋さんは小さく頷いた。

「初出勤ではありがちなんだよね。男性との接客で中途半端なスキンシップをすることで、刺激されちゃったんでしょ。このままじゃ帰れないかな」

「そうみたい……です」

　恥ずかしいけど、認めるしかなかった。一人暮らしの部屋に戻っても到底眠れそうにない。かと言って、こんな状態で一樹を呼び寄せるのも抵抗があった。

「こんなに本気で接客してくれるなんて、お客さんも喜んでたはずだな。どれどれ、ちょっと失礼」

　宮嶋さんは心配そうに、まず私の頬に手を当てた。温かくて大きな手は肩から腕、腰、と触診するように移動していく。発熱の具合を掌で確かめているようだった。

　タオルケット越しに、ヒップラインに手が触れたときだ。

「……アッ……」

　それだけで、体がピクンと跳ね上がった。性的な感覚が鋭敏になっているようだった。

「うん、ちょっと補講した方がいいかな。本気でお仕事する気があるみたいだから、簡単に接客の講習をさせてもらいましょう。あ、服を脱いで」

「え……あ、はい」

　その口調にいやらしさは微塵もないのに、私は膝が震えそうな程興奮が高まっている。薄地のニットとスカート、ストッキングを脱いで、ブラジャーとパンティーだけでベッドに横たわった。

「男好きのする体してますよね。かなりエッチが好きなんじゃないかな。当たってるでしょ」

「……はい……」

「それは大事なんですよ。誘うような表情や、その潤んだ目もいい。お客さん受けするのも、わかりますよ」

　彼もスーツの上着を脱ぎ、ベッドサイドに腰をかけた。ブランケットを外して私の体を値踏みするような視線が全身を掠めて行く。クールな表情で品定めされるように見つめられるのが、たまらなかった。

「このお仕事では、在店時間を長くしようとすれば、どうしても男性からのボディタッチは避けられません。その時の仕草も大事なんです。例えば、乳房に触れられた時……」

「アッ……あぁんっ……」

　ブラの上から揉みしだかれる。私はベッドの上で身をくねらせた。

「お客様が指を入れてきたら、できるだけ焦らしてください。声はできるだけ出さずに、こらえるような顔で男の気を引っ張るんです」

　宮嶋さんの大きな手が乳房のふくらみをつかみ、ブラジャーのカップをずらして肌に触れてくる。潜入した大胆な指先はバストの先端を探り当て、しこった乳首をクリクリと撫で回してきた。その動きは、今日接客したどの男性よりもいやらしく私の体に訴えかけてくるようだ。とても喘ぎ声を抑える事なんてできなかった。

「あふっ……んっ」

「敏感な体だな。唇を噛みしめてごらん」

「はぁっ……うっ……」

　唇が近づいたと思うと、彼の舌先がチュルッと乳首を撫でた。唾液で濡れた粘膜が触れると、淫らな吐息が溢れてきてしまう。

「ビンビンに尖って、すごくエッチな形をしてる。オッパイが感じやすいようだ」

「あっ……んんっ……」

　腰をくねらせて、私はベッドの上で身悶えした。

「しょうがないですね。そんな顔したら、男は欲望を抑えられなくなる。ここのタッチは今日、ありましたか？」

　腹部を撫でた指が下腹部を通りパンティーに行きあたると、宮嶋さんの手が止まった。

「もうふとももまで濡れてますよ。こんなに感じやすいんじゃ、襲ってほしいと訴えているようだ」

「……そんな……」

「こんなに濡れて男のアソコを入れたがってる。こんな状態になったら、自分でもガマンできないんじゃないですか」

　割れ目の縦線に沿って、冷静な指が柔らかい肉を責めてくる。ピチュックチュッと布地が滴った淫らな音がして、後から後から湧きだしているふしだらな泉の在り処を明らかにしてしまった。

「ほら……中もこれだ……」

「ヤダっ……恥ずかしい……」

　パンティーのクロッチをずらして、宮嶋さんの手が充血して熱を持った局部に直に触れてきた。蜜まみれの粘膜への愛撫に、体の中心がとろけそうになる。

「こうなると、男だって後戻りはできません。お客様から、ペニスを触るように言われたでしょう。今日はどうしましたか？」

「あの……指で握りました……」

「擦ったんですね。射精するまで」

「……はい……」

「それでは、握ってみせてください。最初はそっと持つだけでいい」

　ズボンのファスナーを降ろし、黒のトランクスから出て来たペニスは、あまりにも大きくて太い。手を導かれ、こちらを向いて座っている宮嶋さんのそれを握らされた。

「あっ……すごい……」

「舌を使ってみて」

「……はい……」

　引き寄せられるように顔を寄せて、力強くそびえ立つ剛直を口に含んだ。オジサン達の接客の時には絶対に出来なかったのに、今では自分から求めるようにその感触を口腔で味わっている。

「たどたどしいけど、いいと思います。あまりここでは、プロのようなテクニックを覚える必要はありません」

　苦しげに眉を寄せ、私の舌の動きに耐えていた宮嶋さんは、状況を把握したと言わんばかりに体を離した。そのたくましいペニスは勃起したままで、私はもう強烈な欲望に我慢ができそうになかった。

「一応、こんな流れだと言う事を覚えておいてください。後は、フロントに避妊具があるので、それを使わないとできない、と焦らし断る手もあります。これで私の補講は終わりにしますが……あぁ、そんな切なげな顔をされたら、男は帰れなくなりますよ」

「お願いです。もう……私……」

「仕方ないな。原則としてスタッフとの行為は断ってるんですけど……。秘密に……できますか」

「……ハイ」

『補講』を終えた宮嶋さんは、仕事の顔を脱ぎ棄てるようにシャツやズボンを脱ぎ去り、下着も取り去って筋肉質で引き締まった裸体になった。

「いいんですね？」

「あっ……あぁっ……はい……」

　筋肉質の大きな体が重なる。

　さっき口一杯に広がった剛直が割れ目の中心に押し当てられ、濡れたひだを開き、めり込むように押し入ってきた。体中にズンッと響き渡るような衝撃が走り、その後に訪れためくるめく快感に全身を支配される。

「こんなに濡れて、からみついてくるようだ……」

「あぁっ……あんっ……すごいっ……」

「これは……男はたまらないよ……」

　激しく何度も突き上げられ、荒い息の中で私はたちまちエクスタシーに登りつめてしまった。こんな事は初めてだ。彼もほとんど同時に絶頂を迎える。

　今までポッカリ空いていた虚しさを忘れてしまう程に、全身が満たされていた。この感覚は、一樹と過ごした夜にもなかったことだ。

　私はたまらず逞しい背中に問いかけていた。

「あの……彼女いるんですか？」

「いないけど……バツ一だから今は独身だよ」

　素っ気ない返事。ベッドを下りると、彼はもう業務用の顔に戻っていた。







　あれ以来、私は宮嶋さんに会いたくて仕事に通うようになっている。勤務中、完全にビジネスライクに接してくる彼は、エッチな補講をしてくれる気配もみじんもなかった。それでも、私はできるだけお仕事は時間延長をして、オーナーの彼に評価されたいと思った。

　それが、仕事中にまさかあんな事件に巻き込まれるなんて、想像もしていなかった。







　その日は、いつもより女の子が足りなくて、遅い時間に来店した男性客はいら立っていた。もう終電間際のため、相手ができるスタッフは私しかいない。

「香奈枝ちゃん、10号室のお客さん、酔ってるみたいだから、上手くお話で盛り上げて帰ってもらった方が良さそうだ」

「はーい」

「気をつけて」

　宮嶋さんに任されたお仕事だと思うと、私は嫌な客でもがんばって対応しようと思っていた。

　繁華街にあるこのお店はお酒の席の二次会で来る人もいるので、時々酔っ払いも相手にしなければならない。そういうお客さんに、できるだけ手短かに帰ってもらうように仕向けるのも、サクラの役目だった。

「かわいいね。君、学生なの？」

　目尻を下げた30歳位の男は、チェックのシャツを着て大きなデイパックをしょっている。どう見てもサラリーマンには見えないし、どこかオタク的な雰囲気のフリーターといった感じだった。

「オレ、就職試験に落ちちゃってさ、慰めてほしくて来たんだ」

　そう言って、ソファの隣に座った私の膝を撫で始めた。

「ね、彼女になってよ。ダメなら妹でもいい」

「え？　な、何するんですか」

　その男がデイパックからロープを持ちだした時、すぐに外のスタッフに助けを求めるべきだったのかもしれない。それをしなかったのは、回りに迷惑をかけずに、自力でやっかいな客をあしらいたかったのだ。宮嶋さんに後で褒められたい、という意識がちらっと頭をかすめていたことも否定できない。

　相手の異常さに気が付いたのは、両腕をロープで縛られた後だった。いきなり男は私を蹴り上げて、床に転がしてきたのだ。背中を思い切り蹴られて、私は呻いた。

「ずっとやりたかったんだよ、レイプごっこ。妹役、やってくれない？」

「キャッ……イヤァッ」

　尻餅をついた状態で体を反らせたが、思うように身動きが取れない。

　部屋の外からは開かないようにドア前にソファをずらす、男の目が血走っている。

「静かにするんだ。そのかわいい顔をナイフで切り刻まれたくないだろ」

　息を荒くしながら、オタクな風貌の男は刃物の先を私の頬に当てて来た。冷たく尖った感触が、皮膚を突き抜けて血の匂いが漂う。

　このままでは、殺される。

　相手の視線に異常な光を感じて、私は腰の力が抜けた。

「アッ……アァッ……止めて……」

「その縛られた姿、最高に興奮するよ」

　スカートの下にナイフを突き付けられ、パンティーがむしり取られていく。体が震えて、私はあまりの恐怖に抵抗する事もできなかった。

　その時だ。入口からバスンッと衝撃音がした。

「何をしてる」

　顔を上げると、ドアを蹴破って宮嶋さんがソファの上に転がり込んできている。

「な、なんだ。あんた」

「ここのオーナーだ」

「オレは客だぞ。あんた、出会い喫茶内は自由恋愛だろ」

　カッとなったオタク男が、彼にナイフを持って切りかかる。もみ合いながら、銀色の刃先が宮嶋さんに振り降ろされ、二の腕や腹部を切り裂いた。

「キャーッ、だれか、だれか来てッ」

　他の部屋にいた男性客がドアを開けようとするが、ソファが邪魔して体が入らないようだ。室内に血しぶきが舞った。

「アァァッ……」

　宮嶋さんが、ドンッと音を立てて床に転がる。

「こいつはオレの妹になるんだ。これからたっぷり可愛がる所なのに、邪魔する方が悪いッ」

「止めてェッ」

　私に圧し掛かってくる男の肩を、血だらけの宮嶋さんが体当たりではねのけた。絨毯に赤い染みが広がる。

「なんだ、あんた。死にたくなければ向こうに行け」

「そうはいかない……」

　白いシャツを血で染めながら、宮嶋さんが立ち上がった。

「この子は、オレの女だ。手を出すのは許さん」

　男の手を組みふせ、ナイフをたたき落としたのは、一瞬の出来事だった。

「み、宮嶋さん……」

「香奈枝ちゃん、警察。それと、包帯出してくれ」

　お店の男性スタッフが、ソファを蹴飛ばして部屋に飛び込んできた。

　何がどうなったのか、私の頭はしばらく理解できなかった。







　宮嶋さんのケガは奇跡的に軽傷で済んだ。

　私は事故のショックでバイトも辞め、今度こそ本当に自分の生活を見直す事にした。すべては自分の安易な行動が発端になっているのだと、反省するきっかけになったのだ。

　こんなアクシデントに遭わなければ、何が自分にとって本当に大切なことなのかわからなかっただろう。

　一人暮らしの経済状態もなんとか正常に近付いてきたある日、元高校時代のクラスメイト達と飲み会が行われた。

　沢野君と美優の正式な交際宣言もあり、会場は和やかな雰囲気に包まれていた。周囲は気遣っていたみたいだけど、私の胸は全く痛まず、心から二人を祝福することができた。セフレ一歩手前で別れた一樹と顔を合わせても、余裕を持って会釈を交わしている自分は意外なほど冷静だ。あんなに彼に抱かれたくて思い悩んでいた日々が嘘のようだ。やっぱり私、あのときはちょっとおかしかったのかもしれない。

「なんか香奈枝、雰囲気変わったね。相変わらず色っぽいけど、顔立ちが大人びて落ち着いたみたい」

　久しぶりに会った美優が、珍しく私をほめてくれる。Ａ型でなんとなく、多分お互いが苦手だと思ってたし、Ｂ型の私とはギクシャクすることも多かったのに、今日は彼女の言葉にほのかな友情を感じてうれしくなった。

「それ、老けたっていう意味？」

　ふざけて怒った顔をしてみせると、美優の横にいた千春まで、感心したように私に声をかけてきた。

「ううん、香奈枝はどこか危なっかしい所があったのに、今日は穏やかでいい表情してる。恋でもしてるの」

「えっ、わかる？」

　ビンゴ、と美優と千春が顔を見合わせて笑っている。

　宮嶋さんとは、事件の後にお互いの気持ちを確かめ合うことができた。包容力のある彼は私の向こうみずな性格を放っておけなかったらしく、最初から気になっていたのだと打ち明けてくれた。正式な式の日取りが決まるまではと仕事場ではナイショにしてるけど、結婚を前提に付き合い始め、今ではハッピーな毎日を過ごしている。

「香奈枝ってわかりやすいのよ」

　そういえば、千春はＡＢ型だったんだ、と急に思いだして、思わず二人に向けて彼の魅力を語ってしまった。

「今の彼はね、一見クールなんだけどすごくやさしくてね……それで、ＡＢ型なの。散らかってたお部屋見ても全然批判せずに、次の時に黙って収納箱一式買ってきてくれたんだよ。何事にも対処方法がスマートなんだよね」

「なによ、いきなりオノロケ？」

　恋愛が安定してきたら、部屋の掃除や片付けも苦にならなくなってきた。今では、彼に手料理まで御馳走するほど、生活に気持ちのゆとりができている。事件をきっかけに、毎日を変える第一歩が踏み出せたのかもしれない。

　少し離れた場所で、一樹が気マズそうな顔をして立っていた。

　彼にすがっていた日々を思い出すと胸が痛むけど、向こうにも彼女がいるのだし、これで良かったのだ。

　こんな風に女同士が集まったとき、新しい恋話で盛り上がれるのが一番幸せなのかもしれない。

「香奈枝は恋多き女って言われてるけど、いつだって全力投球なのよね」

「そりゃそうだよ。それじゃなきゃ、つまらないじゃない」

　お互いの恋を応援できるような関係っていいものだと思う。前のクラス会より、私は少しだけ自分が大人になれた気がした。
























第３話　社内研修の続きは私の部屋で―Ｏ型女子のえっちな事情




「ダメ、朝からそんな事したら遅刻しちゃうってば」

「恋人同士なんだから、ベッドに一緒にいたら抱きたくなるのは当然だろ」

「いやぁん、あっ……直人さんっ、もう」

「ほら、莉奈だってこんなに感じてるじゃないか」

（う、嘘でしょ）

　目覚ましを止めた後、彼に後ろから抱きすくめられた私はベッドの中にまた引き戻されてしまった。出勤前だと言うのに、いけない指が感じる部分を探り始める。

「あっ……んっ……」




　生まれてから26年間、ずっと男っ気のなかったこの私が、信じられないような月曜日の朝を迎えている。付き合って一カ月目の週末、彼が初めて私の部屋に泊まりに来た２日間。ベッドの上では彼が私を一時も離さず、寝る暇さえほとんどなかった。愛されているという実感でとろけそうなほどに幸せで、私にもようやく春が巡って来たんだって思うと、じんわりと目頭が熱くなってきちゃう。

　運命の出会い……出張先に向かう飛行機で知り合った彼、直人さんに巡り合わなかったら、相変わらず、周囲のフォロー係が私の定位置だっただろう。

　横顔の美しいビジネスマン……飛行機で彼の隣に偶然座った私は、一目見て胸が高鳴った。長身でスーツ姿も凛々しい彼を初めて見た時から、恋が始まっていたような気がする。離陸後、何気なく話をしてみると、30歳にしてスポーツイベントの会社を立ち上げて、今では地域の競技会アドバイザーとしても活躍し、全国から依頼が殺到する青年実業家だと言う。

　大学時代にトライアスロンのアマチュア大会で優勝したというだけあって、引き締まった肉体はアスリートそのもの。それでいて話せば気さくな人柄がにじみ出てくるし、デートをするようになれば、身のこなしやエスコート、そしてベッドでの情熱的な愛撫まで、どこをとってもパーフェクトな男性だった。「一生、莉奈と一緒にいたいよ」って抱きしめられた時、彼が運命の人だって決められていたんだと確信した。こんな出会いがあるなんて、自分でも夢を見ているんじゃないかとほっぺたをつねりたくなる。




「直人さんに会えてよかった」

「本当に？」

「うん、だって今までは、恋愛をするのが怖かったもん」

　薄給の割に仕事はハードな弱小製薬メーカーの販売促進部に勤める私には、出会いの機会はほとんどなかった。研究施設と営業部を行ったり来たりするのに忙しく、あっという間に入社して四年がたち、残業だってバンバンこなさなければならない。

　学生時代にも何人かに言い寄られた事はあったものの、恋人が欲しいからって好きでもない相手と付き合うなんて、とてもできなかった。「莉奈は八方美人なＯ型だから」って、批判された事もあるけど、友達として仲良くなったからってすぐ恋に発展するわけじゃないんだよね。

「私って、頼られてばかりだから、こんなに素の自分を出せる恋、初めて」

　直人さんに巡り合わなかったら、いつまでもみんなの世話ばかり焼いて周囲に振り回されていた気がする。実際、しっかり者に見えるらしくて26歳の実年齢より上だと思われる事が多く（老けてるって事？）、職場でも姐御と慕われて、なぜか最近では上司まで私に社内の雑事の相談に来るほどだ。

　それに加えて後輩の恋愛相談……。この前も恋愛に奔放過ぎる新人の子を説得して不幸な恋をあきらめさせたばかりだった。「仕事もできてプライベートも順調な莉奈先輩は、私の憧れです」なんて慕ってくる安西遥の事、かわいい後輩だとは思うけど、正直言って典型的Ｂ型で職場では困ったちゃん。頭の回転は速いし愛嬌があるのに、ちょっと常識はずれなところがあるのよね。思い込んだら、周囲の状況はお構いなしで突き進んでしまうところなんて、見ていてハラハラしちゃう。つい彼にもこぼしてしまった。

「そう言えば、先週は会社の女の子が大変だったんだよ。既婚男性とずるずる付き合って、別れられないって悩み相談に来てね。そんな恋、奥さんも自分も不幸になるからやめなよ、ってアドバイスしたら大泣きしちゃったの。そういうケジメがつかない関係、私、許せないんだよね」

「え……あ、そ、そうか……あっ」

　電子ピアノのような携帯の着信音が鳴る。彼に仕事の電話だろうか。ベッドで肌を触れ合っていた私達に、ちょっとした緊張感が走る。

「あぁ、おはよう。今、会社に向かうところだ。飯？　食ったよ。今夜は帰るから」

　短い会話で切られた電話には、聞き捨てならない部分があった。飯？　今夜帰る？　相手は、どう考えても親密な関係の女性からのようだった。

「ね、今の電話……誰から？」

　何ごとも白黒ハッキリさせないと気が済まない私は、彼にストレートに疑問をぶつけてみる。そういえば恋心があっという間に燃え上がって、彼の経歴を聞いただけで、相手の過去の女性関係まで疑った事がない。でも、そんな話を聞く必要がない位、直人さんの瞳は真剣で、一途に愛されているっていう確信があったのだ。

「妻からだ。週末ずっと帰ってなかったからね」

「え？　今、何て言ったの？　それ、どういう事？」

「言ってなかったっけ？　オレ、結婚してるんだよ。子供も２人いる」

「嘘！　じゃあ、何故私と一生いっしょにいたい、なんて言ったの……！」

　直人さんは少しだけ眉を寄せて、困ったように私の顔を見つめる。

「何故って、莉奈に惚れたからに決まってるじゃないか。家庭はあるけど、この気持ちに嘘はない。初めて会った日から、お前の事を愛してる」

　最後まで聞かずに、私は彼の頬を強く打ちつけていた。そんな出鱈目な事を私が性格上、許せるはずがなかった。たとえ、真剣に愛していた男性だったとしても。

「馬鹿っ。何言ってるの！　そんな事をして、奥さんや子供に悪いと思わないの？　不誠実な男って大っ嫌いっ。二度とここに来ないで」

「……莉奈……わかってくれよ。お前も家庭も両方大事なんだ。お前の事は、あきらめきれない。オレにとって、最高の女だって思ってるよ」

「その勝手な言い分、訳わかんないよ。Ｂ型って自分勝手なんだからっ！」

　そう。遥と同じで、直人さんもＢ型の自己中野郎だったんだ。恋愛したら好きな相手に一直線で、他の事は見えなくなってる……。

「最低だよ」

　顔を上げて壁掛け時計に視線を走らせた。まだ急げばいつもの電車に間に合う時間だ。私は彼の顔も見ずに、鍵をかけたら郵便ポストに入れておくように言い捨てると、出社の支度をして家を飛び出す。

「さよなら、今までありがと」

　駅に向かう道の両側の風景が、一気に溢れ出た涙でにじむ。初めての本気の恋は、サイアクな形を取りわずか一ヶ月で終わってしまった。

（許せない……あんなに大好きだったのに、幸せな恋だって信じてたのに……。結婚してた事を隠してたなんて……）

　改札前のキオスクで冷却シートを買って、真っ赤な目に押し当てながらホームに駆け込んだ。泣いた顔は絶対に会社の人に見せられない。「莉奈先輩は、私の憧れです」なんて慕ってくる遥にも、なんだかんだと頼ってくる部長や同僚たちにも、取り乱した自分の姿を見せるわけにはいかなかった。

「大丈夫。彼よりもっといい男はいっぱいいる」

　そうつぶやいた瞬間、電車がホームに滑りこんできた。その時だった。後ろから直人さんの声が追いかけるように響き渡った。

「莉奈！　絶対諦めないぞ。オレ、別れないからな！」

　電車を待つ人達が一斉に振り向く。ラッシュ時の乗客の注目を浴びながらも、彼は叫ぶのを止めない。

「後悔したくないんだ！　オレは莉奈を愛してる！」

（信じられない。奥さんと子供がいるくせに）

　私だって、好きだった。

　振り返って彼に応えてしまいそうな気持ちを必死に抑え込んだ。

　ドアが閉まる寸前、電車に飛びこんだ私は、嗚咽を抑えるのが精一杯だった。




「宮内先輩、やるなぁ。朝礼で笑い取るなんて、先輩らしいですよ」

「なによ、その言い方。どうせ人を能天気なアホ女だとでも思ってるんでしょ」

　後輩の湯本君が人の顔を見るなり、私のさっきの失態を思い出したかのように噴き出している。よりによって大失恋の当日朝に、朝礼の挨拶当番が回って来ているなんて最悪のタイミングだった。しかも、咄嗟にみんなの前に出ようと足を踏み出した瞬間、ワックス塗り立ての床に滑って大コケをぶちかましてしまったのだ。名前を呼ばれた直後で、こけた間合いが絶妙だったらしく、爆笑の中で業務報告をする羽目になってしまった。

「能天気だなんてとんでもない。それまでどんよりしていた月曜日の空気が一変しましたよ。アクシデントも大らかに笑い飛ばしちゃう、その豪快さが最高。僕なんか、会社で先輩に会うとホッとしますもん。宮内先輩が僕の教育担当で本当に良かった」

　いつもは口数の少ない彼が、ふと爽やかな草原のように心地よい笑顔を見せた。メガネが似合う草食系Ａ型男子のさりげない言葉が、今日に限って、傷付いた心を洗い流す清流のように浸みてくる。中途入社した先月から、サラサラの前髪に、甘いマスクが母性本能をくすぐると、他部署の女子社員にやたらと騒がれている。しかし、歓迎会などという口実でみんなが誘っても本人は興味がないようで、誘われてもなびかないらしい。そこが謎めいてまた魅力だとも言われていた。

「打った腰、痛くなかったですか？」

「ありがと、意外に優しいじゃない」

「いや……なんだか今日は、笑いを取りながらも先輩自身はなんだか疲れてるように見えたから。なんかあったんですか？　目も腫れぼったいし、寝不足じゃないですか」

「わかる？」

（この子、こう見えて意外と鋭いのかも）

「そう言えば、夜中まで携帯アプリで遊んでいたからかな。でも仕事には手を抜かないからね。悪いけど、今日もビシビシしごくよ」

「そうこなくっちゃ。よろしくお願いします」

　ふと、年下の湯本君が大人びて見えたのは気のせいだろうか。

　寝不足は、直人さんっていう情熱的な恋人が家に泊まって眠らせてくれなかったから。そして、みんなの前で失敗したのは、その彼と今朝破局したショックで頭が回らず、ぼーっとしていたから。転んだ拍子に自分が滑稽に思えて自虐的に笑い飛ばしてしまった。なんて、そんな真実を後輩の湯本君に言えるわけもない。

　教育係って言っても、部署間の流れや取引会社との注意事項など、業務上必要な、社内ルール的な事柄を説明するだけなのだが、彼は几帳面にノートを取って真剣に聞いてくれる。

（遥を教えたときには苦労したもんな。彼女は飽きっぽいＢ型のせいか、すぐ集中力が途切れてたし）

　それでも努力した甲斐があって、その研修以来「莉奈先輩みたいに、仕事ができるようになります！」なんて慕ってくれる遥の事を思い出すと、私の胸はズキンと痛んだ。

　不倫の彼は絶対にダメだ、と別離を勧めておいて、知らないとはいえ自分も奥さんがいる人と関係を持ってしまったのだ。自己嫌悪と後悔がズシンと肩にのしかかってくるようだ。

（もう、直人さんには会えない……。……いや、あんな嘘ついてた男に未練なんて……持っちゃダメ……。むしろ忘れなくちゃいけないのに……奥さんにも申し訳なくて、お詫びのしようもないのが辛すぎる）

　とりとめもなく考え始めると、頭の中は彼一色になってどうにもならなかった。失ってしまったその存在の重さに呆然とし、楽しかった日々をたどるとまた涙がにじんできてしまう。




「先輩、今日の定時後、ちょっと時間もらえませんか？」

　鉛を飲み込んだような、重苦しい日々が一ヶ月ほど続いたある日、研修中の湯本君がさりげない調子で私の夜の予定を聞いてきた。

「いいけど。まさか恋愛相談？」

「あの、プライベートでちょっとアクシデントがありまして……。いや、実は社内で気になる人もいるにはいるんですけど……」

「遥？　うーん、彼女は見た目はいいけど、君には難しいんじゃないかな」

「そうじゃないんです。とにかく後ほど。ゆっくり話しますから」

　そうは言ってもこのフロアで、湯本君の身近にいる年頃の女性は、不倫相手とようやく別れたばかりの遥しか思いつかなかった。なぜか心の奥がズキンと痛んでくる。

　後輩同士が仲良くなるのはうれしいし、歓迎すべき事に決まっている。二人とも独身で、ルックスもそれなりに釣り合うナイスカップルになりそうだ。

　なのに、湯本君が遥を意識していると考えただけで、どうしてこんなに胸がざわつくんだろう。

　運命の相手だと信じていた直人さんとの恋が終わって、ポッカリ胸に空いた穴が大きすぎるのだろうか。それでも、仕事に私情を持ちこみたくはない。強がりかもしれないけど、いつだって「仕事もプライベートも充実した、頼れるセンパイ」という社内のイメージを崩したくなかった。私は自分を励ますように、わざと威勢のいい声を上げる。

「よぉしっ。湯本君、今日は私のおごり。恋愛相談でも何でもかかってきなさいっ」

「はぁ、どうもっす」

　不安そうに頷きながらも、湯本君の顔は上気している。やはり、恋愛の相談なんだろう。

　私は一人の部屋に帰るのが怖かった。短い期間とはいえ、直人さんの思い出が染みついている。お酒をパーッと飲んで忘れたい。かわいい後輩の相談に乗って、女性問題でも借金の依頼でも、何でも受けて立とうじゃないか！というどこか投げやりな気持ちになっていた。




「頭がガンガンする……」

　気がついたら朝だった。飲んでる途中からすっかり記憶が途切れるなんて、昨日は一体、どれだけお酒を飲んでしまったんだろう。

　激しい頭痛と目眩で、なかなか目覚まし時計に手が届かなかった。愛しい人が、眉をひそめて立ち去る悲しい夢を見たせいか、脳裏に直人さんの残像が現れては消える。

「んっ……莉奈……もう朝？」

　後ろから腕を回され、私の腰が引き寄せられる。密着する体。ベッドの中に広がる甘い感触。悪戯な手は私の胸元に触れ、感じる部分を弄ってきて……。

「あんっ……ダメっ。遅刻しちゃうってば、な……」

（え、あれ？）

　相手の名前を呼ぼうとして、私は凍りついた。

（直人さんじゃない!!　この腕）

　別れたんだから。もう会わないって決めたし、携帯のメールアドレスも変えて、精一杯振り切って忘れる最中なんだから、彼をまたベッドに入れるはずがない。

（まさか）

　勇気を出して振り返る。そこにいたのは、会社で見慣れた顔だった。いつものメガネを外し、裸でシーツにくるまったまま、長い腕は私の腰に絡みついていた。まだ寝ぼけているようだ。

「えぇぇっ。ゆ、湯本君!?」

「は……え？　うわぁっ！」

　二人同時に布団を剥いで飛び起きて、顔を見合わせた。

「な、なんで私の部屋にいるの？」

「覚えてないんですか！　あ、あのですね。説明しますと、り、莉奈の提案で、ここに住めば万事解決だって…」

「ちょっと。名前呼び捨てにしないでよっ！　あんた、いつからタメ口聞いてんのよ」

「昨日、名前で呼びなさいって命令したの先輩じゃないですか。ベロンベロンに酔ってたから部屋まで送って来たらドアの前に男がいて、そいつを罵倒しながら僕たち二人は恋人同士だって自分で宣言して……だから莉奈……いえ、宮内先輩に、ベッドでエッチもする仲だって部屋に引きずり込まれて……」

「ウソでしょう」

　再び脳裏に、直人さんが無念そうに立ち去る残像がフラッシュバックして消えた。あれは夢ではなく、現実に起こった事なのだろうか？　だとしたら、湯本君が言っている事は事実なのかもしれない。

「直人さん……部屋まで来てたんだ」

　やってしまった……。もともと、お酒に強くないのに、辛い事があるとアルコールに逃げて失敗してしまう。

　いつも遥たちの相談を聞く居酒屋に湯本君を連れて行き、カウンターで二人並んで座って、ビールにワイン、焼酎、日本酒と次々頼んだ事は覚えている。彼は意外と背も高く、お酒の飲み方も様になっていて、ドキドキしてきちゃったのはいつからだったんだろうか。なんだか会社にいるときよりも湯本君が凛々しく見えて、照れくさくて私は余計にお酒を飲むピッチが上がってしまった。

「湯本君、不愉快な思いをさせてゴメン。迷惑かけたみたいだね」

「先輩、飲んでるうちにカウンターで泣き出しちゃったんですよ。なんだか、辛い恋を終えたとか何とか言って……あの、部屋の前で待ってたあいつがその相手なんでしょう？」

「いいのよ。私が悪かったの」

　記憶をなくすほど飲んで、部屋に送ってくれた湯本君をベッドに連れ込むなんて、なんたる失態だろう。

「私……遥に会わせる顔がない。せっかく、新しい恋を見つけるところだったのに」

「いえ、あの。安西さんは関係ないですから」

「いいのよ、隠さなくても。職場ではまずいけど、私には本音で話しなさいよ」

「で、ですから違うんです」

「それで……あの、昨日は……私達、まさか……よね？」

　湯本君と私は密着して一つのベッドで一夜を過ごしていた。私はブラジャーとパンティーの下着姿だったし、彼はトランクス一枚で、お互い裸同然の格好だ。

　酔っていたとは言え、過ちがあったのかどうか、私よりは意識がしっかりしている湯本君に聞いておきたかった。

「どうなの？　私達……その、エッチな事、してないんでしょ？」

　彼はスーツ姿では細身に見えるのに、ベッドの上で見る上半身は意外なほどがっちりしていて逞しかった。肩からブランケットをかけて咄嗟に肌を隠したとは言え、夢の中で温もりを感じていたのは、彼の腕に包まれて眠っていたのだろう。それを思うと、この場から逃げ出したいぐらい、恥ずかしくなる。

「し、しましたよ。莉奈……いや、宮内先輩と僕、昨日の夜、結ばれたんです。だから、もう、二人は特別な関係で……」

　本意ではなかったのか、顔が強張っている。窓の外に視線を向けながらも、湯本君は強く言い切った。

「同意の上で、そういう行為がありました」

「……私って最低っ」

　思わず、脱力してシーツに顔を埋めてしまう。これじゃ、遥に説教したり、恋愛についてあれこれ語る資格がない。しかも、新しい恋を始めようとしている後輩をベッドに誘い込むなんてありえない。

「恋人でもないのに、エッチするなんて、どうかしてる」

「いや、先輩。それは違いますって」

「うるさいな、もう。あんたは黙っててよ！」

　恥ずかしいやら、決まりが悪いやらで、湯本君にどう接していいかわからなかった。先輩として、常にお手本にされ、仕事の場でも憧れられるような自分でいたかったし、ええ格好しいだってわかってるけど、みっともない姿を見られたくなかった。

　それなのに、酔い潰れて部屋に連れ込んで、元カレとの修羅場に取り乱して（そこはまったく覚えてないけど）、恋人でもない職場の後輩に、体まで許してしまったなんて！

「僕、前から……」

「ちょっと、もう時間ない！　会社行くよ。ずる休みなんて絶対ダメッ」

　バカ正直だとよく言われるけど、何があってもとりあえず定時には出勤するのが私のモットーだ。有給だって限られているし、体調が悪かったり、プライベートな落ち込みぐらいでは使いたくはない。ずるいことをして逃げると後からモヤモヤと不快になるので、仮病など使うのはもってのほかだった。

「さっさと支度して。それから、湯本君」

「……はい……」

「昨夜の事は忘れて。それから、会社の人たちにも内緒よ……特に、遥には。誤解されるといけないから」

「……」

　なにか言いたげな彼の瞳に、なぜか胸がキュッとしめつけられる。

（私、湯本君に抱かれちゃったんだ……）

　胸の中を後悔や懺悔の気持ちが嵐になって吹き荒れている。それでいて、甘美な喜びが密やかに私の心を満たしていくのを止められない。そんな自分が理解不能だった。

「こういうのを過ちって言うんだね」

「え？」

「なんでもない」

　彼を急かして、二人で急行に駆け込み、駅から会社へ向かう道は別々に歩いた。

　なんだか、体がふわふわして変な気分だ。

　会社に着いてからも、厚い胸板や、細身なのに意外なほど筋肉質な腕の感触が記憶に残っている。

　シャイだけど気遣いができて、笑顔が人を和ませて、傷心の私に気が付いて心配してくれた。そんなやさしい彼だから、恋愛依存症気味の遥のことも幸せにできるだろう。

（お互いに、昨夜の失敗さえ忘れれば一件落着なんだよね）

　私は会社のデスクでパソコンを立ち上げ、仕事のファイルを取り出した。

「過ぎた事は振り返らない。私らしい恋を見つけるしかないんだから」

　小声で自分に言い聞かせてみた。

　そらぞらしく響いたけど、その言葉に嘘はなかった。




「研修は今日で終わり」

　資料をまとめたファイルを机に置くと、湯本君が不思議そうに顔をあげた。

「どうして？　あと一週間は教育期間だって言ってたじゃないですか」

　定時までに規定通りの社内研修をなんとか終わらせた私に、彼は納得いかない様子だった。確かに、あと実質５日間は私が研修を担当する事になっていたのに、突然終了を告げられたら面喰らうだろう。私はできるだけ冷静を装って、事務的に答える。

「基本項目は完了したわ。あとは業務段階で部長の指示を仰げば良いはずよ」

「それは、そうですけど」

　彼の眼の中に、軽い落胆の色が覗いて私は動揺してしまう。

　教育係として慕われている事が伝わってきたのは、うれしかった。

　湯本君は優秀な社員だし、私だって教えていてやりがいを感じるほどだ。でも、過ちで肌を合わせていながら、二人きりで研修する事にどうしても耐えられそうになかった。

　私情をはさみたくはなかったけど、たまたま以前から部長には彼を少しでも早く実践の業務につけたいと言われていたので、相談の結果、早めに研修を終わらせる事にしたのだ。

「あとは、ここにある社内ガイドとパソコンの運用ガイダンスを見れば、不便はないはずよ」

　悠然と微笑んで見せたつもりだけど、うまくいかずに顔が引きつってしまう。

　この体に抱かれたと想像するだけで、足がすくむような恥ずかしさを感じ、身体の奥が甘く疼いてくる。なんとか、最低限の研修をこなしただけでも精一杯だった。

「先輩、僕のこと避けてませんか？　今日、一日中、目も合わせてくれない」

　立ちあがると、憤然とした様子で私に食ってかかった。

「昨夜、ベッドでどんなことをしたか、覚えてないんですか。あんなことがあったというのに、あまりにも他人行儀じゃないですか」

　あからさまな言い方をされて、私は息を飲んだ。覚えていない。でも、ふと彼の肌の温もりを思い出すだけで、束の間も立っていられないほどの陶酔感に浸ってしまう、そんな自分が怖かった。

「会社でそんな事を言い出すなんて、あんた最低な男ね！　酔ったうえでの事故なんだから、自分の女よばわりしないで！」

　赤面したのを気付かれないように一喝すると、彼はあっけにとられて後ずさっている。

「いい？　もう会社では私に話しかけないで。今後、仕事上の質問があれば、全て部長に聞いてください。私の役目は終わり。悪いけど、あなたの顔も見たくないわ」

　研修室を出るとき、自己嫌悪で一杯になった。私の本心は、言ってることとまるで正反対だったから。

　取り乱す姿を見られたくない……。彼にどうしようもなく、惹かれ始めている自分がいた。




「先輩、聞いてくださいよぉ」

　教育研修が終わって一週間が経つ。私は仕事に身が入らず、なんだか呆けたようになってしまっている。

　昼休みにたまたま一人で社食にいたときに、２つ下の後輩、高坂美優が声をかけてきた。

　最近、高校時代の同級生と付き合い始めたらしく、表情も今までよりも明るく弾んでいる。Ａ型で大人しい感じの子だったけど、彼氏ができていい意味で自信が付いたのかもしれない。

「こんな事、莉奈先輩にしか言えないんですけど、実は彼氏がすごくヤキモチ焼きなんですよ」

「いいじゃない。愛されてる証拠でしょ」

　こんな会話の時、聞き役になる私はいかにも経験豊富といった感じで受け答えをしてしまう。相談する子達も、実は私が理想を求める極度のロマンティストで、現実の恋愛経験が乏しいなんて思ってもないだろう。Ｏ型のせいかどうかわからないけど、まっすぐに理想を追い求めたい気持ちと、みんなの前では頼れる自分を演じたいという二つの気持ちが強い。

「彼、付き合い始めてからわかったんですけどね、独占欲が強くて、エッチがすごく激しいんですよ。だれも美優に近づけたくないから、なんてわざと首筋にキスマークを付けたりして。浮気なんかしてないのに疑り深くて困っちゃってるんです」

　昼間から人には言えないようなプライベートな相談を持ちかけるのも、私なら、個人的な話を聞いてくれると信頼してくれているからなんだろう。声を落として頬を赤らめるその顔は、手を焼きながらも、そんな彼の事が愛おしくてたまらないといった感じだった。

「しょうがないじゃない。できるだけ愛情表現をして、彼を満足させてあげるしかないよ」

「努力はしてるんですけど……」

「セックスだってルールはないんだから、二人にとって気持ちいいやり方をお互いに探っていけばいいのよ」

「そ、そうですか？」

「そうよ。美優が感じているってわかれば、彼の自尊心も満たされるはずよ」

「なるほど…。やってみます」

「がんばってね」

　彼女の顔がパーッと輝いて、桜色の頬に幸福感が滲んでくるような気がした。

「莉奈先輩に聞いてもらえて良かったです。また、報告しますね」

　具体的な行動は本人たちが模索していくしかない事だけど、美優が納得した顔をしてホッとする。

「ありがとうございました。アッ、あそこにいるの、遥と中途採用の彼じゃないですか。なんだか、見つめ合っていい雰囲気。先輩の周囲って、みんなが自然と元気になるし、仕事や人間関係も順調そうですよね」

　彼女の視線の先には、湯本君と遥がいっしょにランチを食べている姿があった。二人とも、ときにはひそひそ顔を寄せて話したり、笑いあったり、どこか秘密めいた親密な空気が流れている。

「あの二人、いよいよ付き合い始めたのかな。遥もいい加減落ち着くといいんだけど」

　心の動揺を抑えながら、わざと美優に聞こえるように口に出してみる。

「そういえば先輩こそ。飛行機で知り合ったっていう素敵な彼、噂になってますよ。今度、お披露目してくださいね」

　笑顔で手を振り、駆け去って行く美優の後ろ姿に、遥と湯本君のシルエットが重なった。親しげに耳打ちしているようだ。

　研修終了の日から、私は彼と一言も口をきいていない。キュッと胸が締め付けられて、私は思わず襟元を掌で押さえていた。

「いいじゃない。お似合いのカップルだもん。私は理想の男性との出会いを探せばいい。もちろん、独身限定でだけど……」

　ひとりでつぶやきながらも、なぜか行くあてもなく海に漕ぎ出した小舟のように心が揺れていく。

　湯本君の腕に包まれた、体の熱さが蘇ってくるようだった。

（……私ったらどうかしてる）

　泥酔していたせいか、彼を受け入れた記憶が欠落しているのが悔やまれてならない。私は抵抗もしないで抱かれてしまったのだろうか。それどころか、恋人同士なんだから、エッチしなさいと、彼に強制までしたようだ。それは何だったんだろう。愛し合う相手が欲しいって、私の心の底の声が言わせた言葉だったんだろうか。

　目覚めた瞬間、ギュッと後ろから抱きしめてくれた湯本君の、なだらかな胸から腹部、引き締まった腿部まで、ぴったりと触れ合う甘い感触だけが、私の体に残されていた。

「忘れなきゃ。記憶の奥に封印しなくちゃ」

　それでいて、今夜家に帰って一人で過ごすのかと思うと耐えられない。

　直人さんの奥さんから電話がかかってきて、短い恋に終わりを告げてから、もう一月以上も経っている。

（ときどき誰でもいいから夜を共にしてほしくなる……こんなの、おかしいよね）

　不倫で終結した恋は思い出したくないのに、体の隅々までが、ふとした指の動きまで覚えているのが苦しかった。その後、湯本君に抱かれた記憶が断片的によみがえってくるたび、私は抱きしめられた感触に優しく包まれる。

「美優の話に刺激されちゃったのかな。私だってまた誰かと恋人同士の関係になったら、目一杯甘えて、愛し合いたいのに……」

　遥と湯本君のシルエットが、肩を寄せ合い重なるように近づいた時、思わず視界を閉ざしていた。

「ダメだ。最近の私、おかしくなってる」

　正直なところ、社内の誰にも彼氏と別れた事を知られたくなかった。

　ＶＩＰな恋人が、実は既婚者で子持ちだったなんてわかったら、私たちの関係が薄汚れた不倫関係だと後ろ指差されるみたいで耐えられない。結果的にはいけないことだったとはいえ、交際していた間に、お互いが純粋に愛し合っていたのだと今でも信じている。

　そして、全身で男性を愛することを教えてくれた直人さんには感謝もしている。

　奥さんや子供から奪いたい、なんて気持ちが一瞬でもなかったと言えば嘘だった。本当は世の中の全てを捨てて、彼をさらって逃げたいぐらい、必要としていた。そして、直人さんと別れた後は、遥と湯本君の交際に心が揺らいでいる。不倫の次は、後輩の恋まで邪魔したいって思ってるんだろうか。

（そんなの、絶対にいけない！）

　首を振り、自分に言い聞かせる。湯本君の恋を応援しなくちゃ、と。

　人を不幸にして勝ち得た恋愛が、ハッピーエンドになるわけないんだから。




「何してるの、こんなところで！」

　玄関前に座り込んでいた人影が、待ちかねたように立ちあがった。

「何って。仮住まいさせてもらうんです。ここに」

　湯本君は私の態度に、当然納得いかないという顔で、私をジッと見つめている。

「どうしたっていうの。相談なら会社の近くで聞くのに」

「いや、だって僕は今日から、ここに住む約束ですから。部屋に入れてください」

「訳わかんないこと言わないでよ」

「飲みに行ったあの日、先輩の方から、ここに住むようにって言ったんですよ。僕が住んでるマンションが、隣のタバコの火の過失でボヤが出て、空き部屋に移動しても一週間で部屋を出なきゃいけないって相談したら、その時は、うちに住みなさいって、命令したじゃないですか。その日に、この部屋に来てベッドで……」

「ち、ちょっとやめてよ！　ご近所に聞こえるじゃない。もうっ、部屋の中で話をしましょう」

「了解っす」

　久しぶりの彼との対面に、胸が熱くなる。

　それにしても理解不能だった。一体、私はどれだけの失敗をやらかしたんだろう。お酒で壊れたもう一人の自分は、常識外れな行動ばかり起こしている。

　まるで私自身が、壊れる事を望んでるみたいだ。

　みんなに慕われ、意見を求められる自分は嫌いじゃない。でも、そういう自分でいることにどこかで疲れを感じていたのも事実だった。

　私は本当は愛される時間とやすらぎを求めている。そんな心の奥の声に気が付いたのは、直人さんと出会ってからだ。そして、湯本君といると、私はそのやさしさに身を委ねてみたくなる。

「おかまいなく。オレ、床の上で寝ますから」

「本当に、ここに泊まるつもりなの？」

「当たり前じゃないすか。だって、マンションが修繕されるまで、オレ行くとこないですもん。あ、家賃だってちゃんと滞在日数分は払いますから」

「ちょっと待って。急に言われても、心の準備ができてないよ。ワンルームに二人で住むなんて、同棲みたいじゃない……えっ、ど、同棲！」

　自分で言っておいて、その言葉の強烈さに、思わず大きな声を上げてしまった。

「このコーポ、壁が薄いんじゃなかったでしたっけ」

「そうだった。静かにね、静かに……」

「あの、先輩、この前の夜は……」

「な、なによ！」

　その時、携帯の着信音にしているカノンが鳴った。見覚えのある電話番号。住所録やメルアドを消したからと言って、相手の存在は消せないのだ。

「もしもし。直人さん……？　言ったでしょ。もう、私につきまとわないで」

　焦がれていた低い声。電話の相手が誰であるのかがわかったのか、湯本君の視線が鋭く刺さってくる。

「奥さんと離婚するって？　やめて！　絶対ダメ。私はもう会わないって言ったじゃない。新しい彼もできたの。ここでいっしょに暮らすんだから！」

　携帯に向かって、悲痛な声で叫んだ。

　咄嗟の事に、湯本君との同居を宣告するしかなかった。

「これ以上、だれも傷付けないでっ」

　電話はいきなり切られた。一気に呼吸ができなくなる。喉の奥から、切れ切れの嗚咽が漏れてきた。

「彼氏からだったの？」

「……奥さんと別れるって……私と結婚するからって。そう言われて……」

「これ、涙拭いて」

　バスルームから持ってきたタオルを渡されて、湯本君のやさしい声を聞いた私は混乱してしまう。

「向こうに行ってよっ！　こんな姿見ないで！　みっともない顔、見られたくないんだから」

「莉奈さんっ」

「大丈夫だから！　ちょっと混乱しただけなの。お願い、私に構わないでっ」

「何言ってるんだよ」

　いきなり、大きな体にすっぽり包まれた私は、何が起こったのか一瞬わからなかった。

「どうして、いつも強がるんだ。もっと、周囲に甘えてもいいんだよ。本当に辛かったら、気が済むまで泣きわめいたっていい。自分の幸せを考えなきゃ駄目じゃないか」

「湯本君……」

　大きな腕が、私の肩をギュッと抱いてくれている。その力強さに、構えていた気持ちがふっと緩んだ。彼の白いシャツに、溢れたばかりの涙が吸い取られて、柔らかくにじんで消えて行く。

「本当は、弱くて純粋で、壊れやすいほど繊細なくせに。寂しさに震えてる姿、見ていられない。どうしていつもそんなに無理するんだ」

「……あ……」

「あいつの事、オレが忘れさせてやるよ」

「いやっ……湯本君っ……」

　いきなり抱きかかえられて、シーツの上に投げ出された。彼の力強さに、マットのスプリングがきしんで揺れる。

「この前、先輩を……いや、莉奈を抱いたっていうのは、嘘だったんだ」

「う、嘘ですって？　でも、朝はいっしょのベッドに……」

「あの日、あの男と顔を合わせた後、莉奈は取り乱して、オレに泣きながら抱いてってすがりついてきたんだ。でもそんな時に、無理してひとつになるのは嫌だった。だから、気持ちが落ち着くように、朝までただずっと抱きしめていた。関係を持ったって嘘をついたのは、そういうことにした方が、早くあの男をあきらめられると思ったからだ」

「湯本君……」

「欲望もあったけど……衝動でしたくないと思って、気持ちを抑えてた。でも、今日はそれができない」

「あぁっ……ダメッ」

　彼の前髪が、私の額にかかって、柔らかな唇が触れた。身をよじって逃れようとするのに、やさしい抱擁と降り注ぐくちづけに囚われたように、体が動かせなくなる。

「今日は容赦しないよ。あいつの影を莉奈の心と体から追い出すために、本気で莉奈を抱くから」

　押しつけられた唇に、濡れた舌が侵入して口腔の中を犯すように侵略して行く。強く吸われ、からめられる舌にエロティックな感覚が湧きあがり、私は戸惑った。

「お願い、ちょっと待って」

「もう待てない。限界だ」

「あぁっ」

　顔の向きを変えた途端、耳たぶにキスをされ甘い息がかかる。ゾクッとするような戦慄が走って、全身の力が抜けてしまった。抱かれたかった。湯本君に愛される事を渇望していた。でも、一方では怖くてたまらない。

「今夜は、莉奈の心まで裸にしたい」

「やだっ、やめて」

「今日は大人しくオレの言う事を聞いて」

　首筋に這う唇の感触が切なくて心地よくて、思わず息が乱れてしまう。ブラウスのボタンが外され、ブラジャーも抜き取られた。乳房が露わになり、彼の視線が熱く注がれるのを感じると、体の奥が熱くなってきた。

「きれいだ。真っ白で滑らかで……手の中に収まるふくらみ具合が、たまらなく色っぽいよ」

「……あっ……湯本君っ……」

　大きな掌に強く揉まれると、両方のバストが昂ったようにぷるんと弾んで揺れる。その先端を抜かりなく指先が捉えて、ツンと突き出た部分を撫でまわしてきた。

「あふっ……んっ」

「硬く尖ってきてるよ。乳首が感じやすいんだね」

「いやっ……あっ……」

　敏感な部分に濡れた舌が添えられた。クチュッと粘膜の這う音がして、痺れるような快感が全身に広がっていく。

「はあんっ……」

「乱れる莉奈の姿、かわいいよ……頬をピンク色に染めて、目が潤んで心の底から欲しがっているようだ……いつもの強がってる莉奈とは大違いだ……」

「意地悪っ……あぁんっ……」

　ピチュ、クチュッと舌先で舐められた乳首が、一層硬度を増してツンと尖ってしまう。

「こんなに感じやすいなら、もう、濡れちゃってるんじゃないの」

「もうっ……許してっ……」

　スカートの中に手を潜り込ませ、ストッキングに覆われた股間に触れた彼の指に迷いはなかった。薄手のナイロン生地を通して、淫らな欲望が染み出た部分はいとも簡単に見つけ出されてしまう。

「莉奈、ふとももまで伝って……溢れてる。ここ、こんなに待ちかねていたんだね」

「……くぅっ……」

　ストッキングの上から、割れ目を撫でる彼の手は、想像以上に的確で大胆だった。敏感なクリトリスを探られて、私は身をよじる。ビリビリと痛いほどの快感に、私は余裕を失くしていった。

「あぁんっ……そこ……やめて……」

　体液にまみれて食い込んだ部分を、強く撫で回してはふっと力を抜いて焦らすような動きが繰り返される。ざらついた指と布の感触が、私自身も気が付かなかった激しい願望を呼び覚ましていく。

「ふふん……ここを触ってほしいんだね。直にいじってあげる」

「あっ……ひぃっ」

　主導権を握った彼は私を蹂躙し征服していくかのようだ。いつもなら年下のコにそんな態度をされるのは認めない私なのに、肉体は彼の支配下に置かれることを望んでいるかのようだ。抵抗することも許されず、スカートはたやすく抜き取られ、ストッキングとパンティーも奪われてしまった。

「熱いよ。大量に愛液が噴きこぼれて……グチュグチュだよ……」

「いやぁっ、見ないでっ……だめぇっ」

「今日は莉奈の全てを知るまで許さない……体の中までね」

　足をばたつかせて抵抗したものの、湯本君は悠々と私の両足首を掴んで、左右に開いてしまった。ベッドの上で、全裸になった私は、後輩の彼に胸もアソコも、全部さらしてしまっている。

「すごい……莉奈のココ、すごく淫らでかわいいよ……」

「あ……くっ……」

　顔を背けるのが精いっぱいだった。私の濡れた亀裂は、ぱっくり口を開いて、彼の視線でまた熱い液を滴らせてしまう。消え入りたい程恥ずかしいのに、体の中心は明らかに彼を求めていた。

「こんな姿見たら、我慢できない……莉奈をオレの女にするから」

「あっ……湯本君っ……」

　覆いかぶさった彼の体は汗ばんでいて、その熱気で私の体までとろけてしまいそうだ。

「いいね……これから、莉奈の全てをオレに預けてもらうよ」

「くぅっ……あぁぁんっ……」

　ふたつの体が重なった。やさしい目をして見つめる湯本君の接吻を受けながら、愛し合う予感に全身が震えてくる。

「そんなに怯えた目をしないで……力を抜いてごらん……」

　彼が私の中心に、硬く膨張したものをねじり込んできた。鈍い痛みが下腹部からせりあがってくる。火傷するかのような熱さと猛々しさに、内側から裂けてしまいそうだ。それほどの衝撃でありながら、内側の密着した部分から包み込まれるような快感がにじんで、甘い喘ぎ声が溢れてしまう。

「はぁん……あふぅっ……」

「すごいっ……オレ、もう溶けそうだよ……もう、莉奈のカラダの虜になりそうだ」

「あっ……湯本君、私っ……」

「うぅっ……オレも、もうダメ。イキそう……」

　彼の激しい突き上げで、体がどんどん浮遊するような、未知の感覚に引きずり込まれて行く。何も考えられずにただ彼にしがみつき、体に刻まれるリズムを受け入れていた。

「あぁんっ……んっ……」

　ギュッと抱きしめられた腕が温かい。なぜか涙がにじんできてしまう。

「莉奈……もう、離れられないよ」

　彼が達した後の温もりに、私の心が柔らかくほぐされていくのを感じていた。




「ゴメンね。一緒には住めない」

「どうして！」

　シャワーを浴びて、部屋着に着替えた私は、ずっとためらっていた事を湯本君に伝えた。

「マンションの事は大変だったし、なんらかの形で協力したいのは本当なの。私の方から、酔ってこの部屋に住め、なんていい加減な事を言ったのは謝りたいと思ってる。でも、私は後輩って枠組みがあるとダメ。遥は気立てがいいし、ちゃんとした恋人としていい関係が築けると思う。彼女に隠れてコソコソ、同棲みたいな状況でエッチもしちゃうなんて、私には無理」

「え、何言ってるんだよ。後輩って、今さら、何なんだよ」

「弱くなってたって、寂しさを言い訳にして後輩の彼氏に構ってもらうほど、落ちたくないもん。同情されるのは嫌」

「まだ気が付かないの？　同情じゃない。オレが好きなのは、最初から一人しかいないよ」

「え？」

「遥……安西さんと最近、話してたのは、莉奈について知りたかったからだ。すごく大らかでざっくばらんなようでいて、本当は臆病で繊細で、傷付きやすい莉奈を、愛してしまったから。もっと近づくために彼女に相談していただけだ」

「それじゃ……気になる女性って……」

「莉奈に決まってるだろ。周囲を気遣って、いつもみんなを盛り上げてる、がむしゃらな莉奈を放っておけなかった。一緒にいてオレも救われたし、この人を支えられるのは、自分しかいないって思ってた」

「湯本君……」

「不倫なんてさせないよ。オレが、莉奈を幸せにする」

　告白の後のくちづけは、甘くてほろ苦かった。

　強がっていたのは、弱い自分を誰にも見せたくなかったから。

　そんな事に気付かせてくれた年下の彼は、温かい手で私を包んでくれる。

「でも、仕事ではビシビシしごくからね。明日の会議では名指しで質問する」

「ふぅん、ベッドで仕返ししてやるよ」

「そんなの反則じゃない」

「悪いけど、こっちは別だよ。今夜は寝かさないから」

　彼の唇が、また甘いキスを仕掛けてくる。

「あ……」

「どうする？　降参かな……ほら、もうこんなになって……」

　淫らなスイッチが入りっ放しのラブレッスンは、彼の方が教育担当になっているみたい。容赦なく続く愛の行為は、朝まで終わりそうになかった。
























第４話　Ｗブッキング!?　韓流イケメンに迫られ一夜―ＡＢ型女子のえっちな事情




「ありえないでしょ！　男女ひとつの部屋だなんて」

「申し訳ありません。手は尽くしたのですがどこも空き室はありませんでした」

「それなら私、ソファに寝ます」

　冷たく言い放つと、彼の整った顔が僅かに青ざめたように見えた。

　天井の低い客室は、まるで日本のラブホテルみたいだ。大きなダブルベッドのまくら元をほの暗い間接照明が照らしていて、いかにも男女が睦み合うようなエロティックな雰囲気だった。

「どうか、そんな事をおっしゃらないでください。こんな部屋にご案内して、立腹されるのはもっともです。しかし、あいにくどのホテルも満室ではどうにも……」

「ツアコンと同室にさせられるなんて聞いた事ないわ」




　私がソウルに到着した日は、大型台風の上陸で、ソウル市内はもちろん、到着した仁川空港近辺の交通網は麻痺していた。航空会社の運航も乱れていた為か、トランクが別便に移送されるアクシデントが発生した上、深夜から宿泊予定だったホテルはダブルブッキングで部屋を取れないと言う。仕事の為に一週間前から現地入りしていた婚約者は、納品前の作業と天候不良が重なって体調を崩し、高熱が出て迎えに行く事はできないと連絡があった。

　深夜の３時。外は土砂降りの雨。こんな時に異国の街でホテルを飛び出すわけにもいかなかった。こんな目に遭うなんて今回は全くついてない。

「本当に、なんてお詫びして良いか……」

　流暢な日本語。彼の声は低くかすれて、甘い響きを伴っている。トラブルが重なっただけ。本当はわかっているのに、心が騒いで仕方なかった。胸の奥がうねるように、何か途方もない予感を伝えている。

「すぐに空港に駆けつけてきてくれた事は感謝しています。あなたが来てくれなければ、雨の中、一人で異国の街に放り出されるところだった」

　寝不足で貧血気味だった上、機内荷物がどうやら香港行きのフライト便に乗ってしまったと聞かされたときは、既に真夜中を過ぎていた。空港のロビーにほとんど人が残っていない。

　貴重品が手元にあったのは幸いとは言え、心細さは拭えなかった。

　しかも、到着日に一人で泊まるはずだった空港近くのホテルでダブルブッキングが発覚し、ハイシーズンで部屋の取り直しができない状態だ。ソウル市内まで行けばなんとかなるかもしれないが、大型台風の中、深夜に異国で移動する手段を探す体力も気力も残っていなかった。

「本当に今回は災難でした。明日にでも、念のため、旅行保険会社に連絡もしておきますよ。えっと、お申込み時の受付シートによると、大崎千春さんは日本国・神奈川県出身、24歳。ＡＢ型……となっています。ＡＢ型は、頭がいい女性が多いですね。僕が日本に留学していたときのあこがれの女性も、ＡＢ型だったんです」

「あの、それは、今回の事故と何の関係があるんですか？」

「あ、すみません。韓国も日本と同様に、血液型診断が盛んなんですよ。僕はＢ型で、大崎さんの一つ上、25歳になったばかりです。ＡＢ型の理知的な女性に惹かれる事が多くて、つい……しゃべり過ぎてます？」

「え……」

「なんだか大崎さんは、その女性に良く似ていて……」

「他人のそら似だと思います」

（まったく、今回はどうなってるんだろう）

　飛行機と初日のホテルを手配していた旅行代理店から、慌てて駆けつけてきたのがスンウだった。そして、彼が仕事の待機場所として取っている安ホテルで良ければ同室宿泊できると提案されたのだが、いくら仕方ない状況だとは言え、とても同意する事はできそうにない。

「大崎さんはベッドを使ってください。私は今晩、眠らなくても大丈夫ですから」

　ホテル側が通常の客には案内しないキャンセル空きがないか、雨の中を探しまわって歩いてくれていた彼は、黒い髪もスーツも水滴が滴る程ずぶ濡れのままだ。濡れた前髪から流れた水滴が額を伝い、形の良い顎の線に沿ってシャツの襟元まで雨粒の軌跡を作っている。

「とにかく、他にはどうしようもないってわけですね。私は大丈夫ですから、風邪引かないように先にシャワーを浴びてきたら？」

　こうなったら今夜は雨風をしのげる場所であれば、どこでもかまわないという気になっていた。どうせ明日の夜、洋一に会うまで特に予定も入れていないのだ。

「いいえ、お客さまの前に、バスルームを使う訳にはいきません」

　頑なに固辞するスンウの背中を押す。「私のせいで風邪ひかれても困りますから」と、無理やりバスルームに押し込んだ。

「こんな事になるなんて、申し訳ありません」と、声を落としてシャワーを浴びに行く彼が扉を閉めるのを確認し、大きくため息をついた。

　明日は買い物をした後で婚約者の洋一と合流し、ソウル市内で行われる大きなコンベンションの手伝いをすると言うのに、現地の男性とこんな形で一夜を過ごすなんてリスクが大きすぎる。プライドが人一倍高い、芸術家肌の洋一が知ったらどう思うだろう。

　そんな心配をしているのは、私自身がなんだかいつになく心がざわついているからだった。婚約者と正反対のスンウにどことなく惹かれている自分がいる。全力で対応する一本気な性格はＢ型の特性なのだろうか。何事も合理的なＡＢ型の洋一とは正反対のような気がする。日本の青年には今どきいないような、あの眼差しのひたむきさに、胸を打たれてしまう。

（私だったら台風の最中、顧客の為に走り回るなんて、絶対しないだろうな……）

　血液型診断を盲信するわけではないけど、洋一と同じＡＢ型の私は「クール過ぎる」「美人だけど、何考えてるかわからない」と言われる事が多い。

　確かに、無茶な失敗はしない自信があるけど、その分、人間関係―特に恋愛やＳＥＸも慎重になり過ぎているということだろうか？

「大崎さん、お先にいただき、すみません。どうか、シャワーをお使いください」

　長身の彼が濡れた髪を拭きながら、ハーフパンツ姿で浴室から出て来る。すると、ライム果汁のように凛としているのに甘くほろ苦い、柑橘系の石鹸の香りが枕元にまで漂ってきた。細身なのに引き締まった体は、鍛えているのか彫刻のようにくっきりとしてしなやかな躍動感を伝えてくる。そのシルエットが視界に入っただけで何故か呼吸が止まりそうになった。目のやり場に困って、私は逃げるようにシャワーに向かう。

「構わずにベッドで眠っていてください」

　服を脱ぎバスルームに入ると、湯気で曇った鏡に、ぼんやりと私の裸体が浮かび上がった。肩で切りそろえた髪をまとめてゴムで留めると、細い首が露わになる。骨格がきゃしゃな割には、胸元や腰のラインにメリハリがあって「エッチっぽい」体型だと良く言われた。付き合いのある画家からは、清楚に見える容姿と成熟した体型のギャップがそそられる、とセクハラまがいの絵画モデルの依頼を受ける事も多い。

（それなのにこの歳になっても恋愛や性行為にさほど興味を抱けないのは、洋一が言うように、私は不感症だからなんだろうか）

　男性経験は人並みにあるし、体でつながることの快感はわからないわけではないけど、多くの女の子達が情緒不安定になったり、その相手に対して執着し嫉妬するほど価値がある事なんだろうか。恋愛やセックスに、取り乱す女性達の気持ちは理解しがたかった。

　温かなお湯が、肩から背中に流れて体の緊張をほぐしていく。ずっと抱えている悩みや倦怠感、旅のトラブルによる疲れもすべて洗い流せるのだろうか。

（たぶん、また会ったら洋一に体を求められるんだ）

　忙しい彼と久しぶりに会うのだから、食事の後にベッドに誘われて抱かれる事になるのは当然だろう。どこか遠い他人の出来事のようだ。婚約者だから、体を合わせるのは自然なはずなのに、いつもそれを思うと憂鬱になった。

　やさしく思いやりがあって、妹のようにずっと可愛がってくれた三つ年上の幼馴染みの洋一は、私の初めての相手でもあるし、その後、何人かの男性と付き合った事を知りながら、結婚を申し出てくれてくれた。深く愛してくれているのは確かだし、何度も体を重ねているというのに、どうしても悦びを感じる事ができなかった。彼との行為を自分から求めたり、欲望を覚えた事さえほとんどない。

　それなのに私は――。

　今夜、出会ったばかりのスンウと同室にいる事に、妙な昂りを覚えてしまう。

　異国にいるからなんだろうか。

　それとも、彼があまりにも周囲の男性とは違う、ひたむきさや純粋さを身につけているからなのだろうか。

　必死に奮闘してくれたのも単に責任感が強く、仕事熱心なだけかもしれない。

（勘違いしちゃダメ）

　心の警告音は鳴っているのに、トラブル時に最善を尽くそうと一生懸命な彼が愛おしく思えてしまう。

　今までは海外での行きずりの関係やラブアフェアで熱くなる若いコ達の話を内心浅はかすぎるとバカにしていたのに、今日の私はまさにそういった関係に自ら飛び込もうとしているのではないか。

　心のどこかでスンウと触れあいたいと自覚している自分がいる。自分がシャワーを浴びて、無防備な姿でいる事が、なんともこころもとなかった。

　部屋に戻ったら、ソファで明け方までワインでも飲んでいようか。そうすれば、明日洋一が体を求めてきても、寝不足を理由に断る口実ができる。

　その時の私は、部屋に戻って、まさかあんな事が起きるなんて思っていなかったのだ。

　この一夜の出来事が、私の全てを変えてしまった。







「このまま、眠らない気なんですか!!」

　大声を出したスンウは私の手首を掴み、ベッドに押し倒そうとする。バランスを崩して、床に転げそうになった。湯あがりに羽織った備え付けのバスローブは膝でめくれて太腿が露わになってしまう。

「な、何するの」

　着替えがなく、仕方なく袖を通した備え付けのバスローブは、乳白色の柔らかなポリエステル混の生地で、乳房の形まではっきりと透けてしまいそうだった。とろりと肌にまとわりつく感触も、なんだか落ち着かない。

　照明が落とされた室内の空気はさっきよりも淫靡に感じられた。その暗がりの中に、乳白色の薄衣をまとっている私は、初対面の男性といるというのに、あられもない格好だったかもしれない。

「痛いわ。放して」

　枕元に押さえつけられたのは、どちらがソファで眠るか、言い合いになったせいだ。引かない私は、彼を逆上させてしまった。

「ベッドを使ってくださいって言ってるんです。強情もいい加減にしてください」

「ムキになっているのはどっちなんですか。あなたが使うはずだったベッドでしょ」

　もともと彼が業務のために取っていた仮眠用の部屋だ。いくら私が旅行手配を依頼した客だとは言え、彼の方もホテルのダブルブッキングで被害を被っている。スンウに直接の責任はないわけだから、私は布団で眠れなくても文句は言えないと思っていた。

　それなのに、お互いが譲らないので深夜の部屋で押し問答になってしまう。

「あなたがこのベッドで寝てくれないと困るんです。いい加減に折れて」

「そこまで言いますか」

　切れ長の目に、何か決意するような光が覗いた。

「ええ、とにかく布団に入って」

「それじゃあ、いっしょに寝ましょう」

「な、何言うんですか」

　それが妙案だ、とばかりに、彼が私の髪に手を触れた。

「二人で入ればいいじゃないですか。ダブルベッドなんですから」

「あっ……イヤッ」

　スプリングでバウンドした弾みに、白いシーツに背中を押し付けられたのは、足がもつれて押し倒されてしまったからだ。仰向けに倒れた私の胸に、スンウの体がバウンドして重なった。

「痛っ！　いい加減にしてくださいっ。私、婚約者がいるんです。そのために日本から来たんですから」

「婚約者……ですか」

　ふと、彼の動きが止まる。悲しげに寄せられた眉根。その刹那、部屋中の物音が消えて、雨が窓を打っている断続的な響きが暗い部屋を満たす。

「……それが本当のことであっても、今夜はもう、どうにもなりません」

「どういう事？……」

「二人だけの秘密にすればいい」

「えぇっ……だって……」

「嫌ですか？　千春さん」

　嫌もいいもないでしょっ、と喉元まで出かかったのに、何故か声にならなかった。スンウの呼びかけが名字から下の名前に変わっている事にくすぐったい心地よさを感じて、私は彼を見上げる。

「僕は、あなたと一緒に寝たいです。これは、仕事ではなく、一人の男として言ってます。あなたは、僕が日本に留学していたときに出会った、あこがれの女性に瓜二つだ……意地っ張りでそっけなくて、でも、内心では愛情を求めている」

「な、何をっ」

　身をよじって彼の下から逃れようとしたのに、スンウは私の顎を長い指先でそっと掴んだ。

「千春さん、隠すのは止めませんか？　あなただって、僕を欲しいと思っているはずです」

「え」

「そんなところも、彼女にそっくりだ。僕にはわかります」

　確信に満ちた声で言い、じっと私の瞳を見つめてくる。心の底まで見透かすような顔。

　そんな事、あってはならないのだ。

　やさしい婚約者がいて、恋愛感情も性の欲求にも価値を見いだせなかった私が、ほんの三時間前に出会った異国の男性にときめいてしまうなんて。

「その目を見て、すぐにわかった」

「うそよっ、そんな……勝手なこと言わないで」

「そんな風に、素直じゃない所にもそそられてしまうよ」

　見下ろす眼差しには、さっきまでの一途でいじらしいほどの少年ぽさが消えて、強い欲望と苛立ちが覗いた。

「軽蔑しますか？　でも、最初に出会ったときから、あなたを抱きたかった。その気持ちは、嘘じゃない。そんなしどけない姿を見せられたら、もうこの気持ちは抑えられない」

「これは着替えがなくて備え付けのガウンを着ただけで……」

「黙って。だったらそんな服は脱いでしまいましょう」

「そんな。無茶言わないで」

「朝まで、もう時間がないです。一時も無駄にしたくない」

　仰向けになった私の腕は、肩の上で押さえ付けられて身動きができない。これから起こる事への不安に彼を軽く睨むと、スンウはやさしい眼差しになって、そっと唇を合わせてきた。

「……あ……」

　柔らかくて甘い感触に力が抜けてしまいそうになる。洋一とのキスでは決して得られなかった官能的な気分が湧き上がってきて、私は唇を僅かに開いた。

「あぁ……ん……」

「その表情、すごく色っぽい……たまらないよ」

　チュッと音を立てて上唇の先端を吸われると、ゾクッと甘い戦慄が背中を駆け抜けた。そのまま、口腔に侵入した彼の舌が濡れた私の舌にからみついてくる。

「あふっ……くっ」

　異国で知り合ったばかりの相手とベッドでたわむれている事に、背徳感やうしろめたさが襲ってくる。私は洋一に会うためにソウルに来たのに、婚約者ではない人の抱擁を受け入れてしまっていた。

「お願いだ。そんな切なそうな目をして体を固くしないで……まるで、初めてキスをした女の子みたいじゃないか」

　実際、初めてだった。こんなとろけるような甘いキスは。

　婚約者の洋一以外にも、肉体関係を持った男性は過去にもいたのに、くちづけだけで体の奥が疼き、やるせないような気持ちになったのは初めてだ。それなのに、スンウの掌でそっと体を撫でられると、温かくて心地よくて、エロティックな感覚が深まってくる。頬から首筋、鎖骨の窪みを指でたどり、ガウン越しに胸のふくらみに触れられ、私は恥ずかしさに顔を背けた。

「すごい……かわいいよ……」

　肌の感触を確かめるような動きは愛情に満ちていながら、一方で残酷にも淫らな私を見つけて容赦なく引きずり出していく。彼の吐息が熱く激しくなってきた。そこには決して抗う事は許されない切実さが含まれている。

「乳首が固くなってる……感じやすいんだね」

「うそよ……私、そんな風にならないわ……あっ」

「敏感なんだな。そそられるよ」

　薄い生地越しに乳房をもみしだかれると、自然に息が乱れてくる。

　いつも洋一には不感症ではないかと疑われている私だ。「千春は、永遠の処女だな」と、皮肉を言われた事もある。女は普通、ＡＶのように声を上げたりするんだろうか。

　付き合った他の男性にも、「君は恋愛でもっとメチャクチャに傷付いた方がいい」と言われた。私は心のどこかが冷めていて、冷静に見えるのが面白くないらしい。

　そんな私が、自分をコントロールできず、男性の愛撫に反応している。見知らぬ領域にいきなり立ち入ったようで怖くなってきた。

「だめよ……これ以上……」

　なんとか理性を保とうと発した声まで震える。これでは、誘っているように思われても仕方ないだろう。いつしか背中を仰け反らせて彼の愛撫を全身で受け入れている自分が信じられなかった。

「もう止めるのは無理だ。今日だけでも、君を自分のものにしたい」

「いやっ。うそ……」

「本気だよ」

　首筋に接吻した彼の唇が、鎖骨を通って少しづつ下へ移動してきた。腰紐で簡単に結んだだけのガウンは、スンウの手で簡単にはがされてしまう。胸元が広がって、乳房がぷるっと彼の眼前にこぼれ出た。

「きれいだ……透き通るように白くて、乳首は淡いピンク色で、ツンと尖ってる……」

「もう……言わないで」

　胸元に寄せられた唇が、ふくらみの頂の尖りを柔らかく含んでチュルッと吸い上げる音がした。

「あぁっ……んっ……」

「こんなに感じて……さっきまでの千春さんと、別人みたいだ」

「見ないで！　あぁんっ」

　何が起こっているのかわからなかった。乳首を舌でねぶられ、指先で転がされると下腹部から甘い電流を流されたような衝撃が走る。

「淫らではしたない姿も魅力的だ」

「もうっ……許してっ……」

　身をよじって逃れようとしても、内側から妖しい熱がふつふつと沸き上がってきた。

「こんなに感じやすいなんて、婚約者は幸せだな」

　ぽつりと寂しそうな言葉をつぶやかれて「違うの、いつもは違うのっ」と首を横に振り立ててしまう。その声も、せり上がってくる愉悦のため息にかき消されてしまいそうだ。

「こんなに乱れる姿は、男にはたまらないよ。いいね」

「だ、駄目よっ……それだけは……」

「だってほら、ここも、こんなに熱く濡れて……」

「あぁんっ……はぁ、いやぁんっ」

　バスローブの裾を広げて、スンウの指がふとももの奥に忍び込んで来た。そこは痛い程に疼いて、侵入者を誘うようにヌルッと熱い液が溢れて流れ出している。

「こんなに濡れて、なんてエッチな体なんだ」

「そうじゃない……こんなの、初めてなの……」

「だって、ココはもう次を求めてるんだろ」

「あぁぁぁっ……んふぅっ」

　彼の指は湧き出る泉のぬめりを探り、充血した粘膜の割れ目をまさぐってきた。自分の体が今までの男性との触れ合いではあり得なかった反応を示していることが、私を混乱させていく。

「もう、止めて……お願いっ。怖いのっ」

「止められないよ。男は。こんな魅力的な姿を見たら」

「あぁっ……ひっ……」

　焼けるように熱い肌が重なってきた。口づけが繰り返されるたびに唾液が舌を伝い、肉体をとろとろに溶かしてしまう。

「我慢できない……千春さんを、オレのものにしたい……」

　両足を乱暴に開かれ、体の中心に猛り立った男性自身があてがわれた。何度か経験したＳＥＸとは違って、少しずつ侵入してくる彼自身が体内を押し広げると共に、深い陶酔感がもたらされて行く。ズンッと彼が中心に力を込めた。

「あぁんっ……あぁぁっ、すごいぃっ」

「入ってる……一つになってるよ」

　強く抱きしめられ、外側も内側も一体化した二つの体は、お互いの熱で溶け合って、快楽にはじけ飛んでいく。

「何なの、これ……もう、おかしくなりそう」

「オレも……こんなの初めてだ」

　スンウはやさしいリードの中にも激しさを伴って私の中を突き上げ、中心部を淫らにゆさぶっていった。完全に彼の支配下に置かれ、はしたなく腰がうねっていくのを止められない。秘密の花弁からは蜜がとめどなく流れて、淫靡に脈を打つような快感で気を失いそうになる。

「あぁぁぁっ……くぅっ……何なの？　この感じ……」

　体が放り出されるような不安感と、秘部が甘くよじれるような未知の感覚で全身が痺れていきそうだ。

「素晴らしい体だ……こんなに感じて……」

「あぁんっ、ダメェっ……変よ、どうしてぇっ……」

「千春さん……好きだよ」

「あ、あぁぁぁんっ……私……もう、もうイッちゃうっ」

　張り巡らせていた自我の壁が崩壊し、全てが溢れ噴き出していくようだった。そのクライマックスが与えた恥かしさと心地よさに呆然としてしまう。汗と体液を受け止めあう肉体の交わりは苦手だったはずなのに、今夜初めてエクスタシーを味わったことは奇跡にさえ思えた。

（これが愛し合う行為？）

　離れ難く、もっと触れ合っていたいと切望し、何度も抱き合い朝を迎えた。彼の髪も指も、すべてが愛おしくて自然と寄り添っていたくなる。私自身が生まれ変わったような、そんな気さえしていた。







「千春、どうした。さっきから、ぼうっとして」

「ん……なんでもない……」

　日本を離れて、わざわざ会いにきた婚約者との時間が退屈だなんて、本人を前にして言えなかった。

　セルフレームの眼鏡に細い目、真っ直ぐに通った鼻筋に、薄い唇。見慣れたはずの洋一の顔は、大きなプロジェクトを前に少し疲れがたまっているようだった。

「ホテルのダブルブッキング騒ぎで、なんだか寝不足だったから……」

　昨夜、スンウとベッドを共にした事はもちろん伝えていなかった。ほとんど眠らずに、会ったばかりの男性と何度も愛し合っていたなんて、異国での展覧会を前に神経が昂っている洋一に知られるわけにはいかなかった。

「昨日の夜は仕事の疲れと悪天候が重なったせいか、どうしても熱が下がらなくてさ、非常時に迎えに行けず悪かったよ。少し昼寝でもしたらどうだ。君のために２ベッドルームの部屋を取っておいたんだから」

　やさしさから来ている言葉なのはわかっている。

　でも、私を無理やり抱いたスンウの情熱に触れた後では、別の部屋で眠っていいという配慮は、逆に物足りなくさえ思えた。何週間ぶりかで顔を合わせるのに、婚約者と少しでも触れ合っていたいという願望はないのだろうか。とは言っても、今、洋一に体を求められても、いつも通りの私のまま受け入れられる自信はなかった。

（スンウは激情に走るＢ型、洋一はバランス感覚に優れたＡＢ型か……）

　柄にもなく、血液型による違いについて考えてみる。

　３つ年上の幼馴染みだった洋一は、子供の頃から妹みたいに可愛がってくれた、お兄ちゃん的な存在だった。性格も癖もわかりあっているし、お互いを理解し合いながら、いい関係を築いてきたと思っている。

　ＡＢ型同士は珍しいカップルだと周囲には言われたけど、相手を尊重し合い、適度な距離感を保てる関係は居心地が良かった。何度か他の男性と付き合い、デートをしたけれど、結局洋一のそばが一番安心できるのは確かなのだ。

（私は、何もかも捨てて夢中になってしまうような男性に出会った事がないのかもしれない）

　過去の男性達が口にしたように、恋に傷付いてボロボロになるほどの経験をした方がいいのだろうか。

「コンベンションの案内をメールで発送しておいてくれるかな」

「わかった。うちの会社の取引先にも出しておくね」

「頼むよ」

　私が都内の画廊を十店舗以上運営する会社に勤めたのは、若手現代画アーティスト・宇野洋一として学生時代からマスコミに名前を知られていた彼の影響があったのだと思う。

　今回も、洋一が参加する大きなコンベンションの手伝いに行くと行ったら、上司は快く長期休暇にＯＫを出してくれた。就職して２年目の24歳で、仕事のスケジュールを自由に調整できるのも、現代アート市場に影響力を持つ婚約者の存在が大きいのはわかっていた。

「週末のパーティーには、ドレス着用で頼むな」

「大丈夫よ。梨大前で買ってきたから」

　今朝、部屋をチェックアウトした後、スンウは出社の時間を調整して、ソウルの観光地を案内してくれた。いっしょに水族館に行き、展望台に上り、滞在中に必要な化粧品や洋服の買い物をした。人目も気にせずに肩を抱き、手をつないで愛の言葉をささやく彼は、アジア圏の男性と思えないほど、完璧なエスコートをしてくれた。人気のお店でサムギョプサルやビビンパを食べ、現地の恋人同士のようにフローズンヨーグルトのカフェでおしゃべりをした。

「これから海外で仕事をする気はないの？」

　ソファ席で寄り添って座る彼は、私の日本での仕事ぶりに関心を持っているようだった。ビジネスの話になると、時折厳しくなる眼差しに私はドギマギしてしまう。

「そんな器じゃないもの」

「日本だけではなく、世界には優れたアーティストがたくさんいる。千春なら、彼らの才能を上手く引き出してあげられるんじゃないかな」

　驚いたのは、スンウは旅行関係の仕事をしている割には、絵画やデザインに造詣が深かったことだ。韓国のアート業界や、人気の映像やデザインの傾向を、私にもよくわかるように詳しく教えてくれた。彼は彼で、日本で画廊に勤める私の発想は刺激になったようで、お互いに話せば話す程、新しいイマジネーションが湧いてくる。

　それに、彼と私は驚くほど好みや感性が似ていて、アートを楽しむ土壌を広げたいと言う気持ちが、お互いにとても強い事がわかった。

「千春も感じてると思うけど、本当にこれから残るのは、きちんと主張が伝わってくるパワーのある作品だと思う。映画や音楽だけではなく、もっと幅を広げた日韓の文化交流があれば一層刺激的な関わりができるんじゃないかな」

「現代アートを楽しむ旅行者が増えればいいのに」

「ツアー会社とアーティスト達が、率先して働きかければ夢ではないね。そのときは、千春と一緒に仕事をしたいな」

「そんな大きな企画、私なんかじゃ仕切れないわ……」

「君のように賢くて美しい人が、自分の未来を限定しちゃいけないよ」

　夢のような話をしながら、時間はあっという間に過ぎて行く。

　過ちと言うには真剣過ぎて、二人でいる時間は濃密過ぎた。私に婚約者がいるという事実を、その時はできるだけ考えないようにしていたんだと思う。

　夕方、別れて洋一の部屋に向かうときの「さよなら」が、あんなに辛いものになるなんて、想像していなかった。

　オフィスの連絡先は知っているけど、そこに連絡を取って「お友達」になる気もなかった。嵐が通り過ぎた夜の、ひとときの幻のような関係だからこそ、あんなに心を揺り動かされたのだろうか。

　あれから一昼夜しか経っていないというのに、ずいぶん遠い出来事のような気がする。

　パーティー用の服を探しに行ったドレスショップでのひととき。やさしい目、触れ合った肌、甘い声。一緒に選んでくれた彼との時間は、もう戻らない。

　洋一の話している言葉が耳からすり抜けていくようで、まったく頭に入らないのは何故だろう。

　何もかも失ったかのような喪失感を、私は初めて味わった。










「美優、香奈枝、久しぶり！」

　高校時代の同級生だった高坂美優や平賀香奈枝が、偶然にも同じ時期にソウル旅行に来ているとの連絡で、彼女達が泊まっているホテルそばの薬膳レストランでプチ同窓会をやる事になった。出発前から日程が重なる事がわかっていたので、予定を入れていたのだ。

「同窓会バーベキュー以来だよね」

「海外で女子会なんて気分が上がるわ」

「美優、彼氏と上手くいってるの？」

「まぁね。香奈枝も年上の彼とラブラブなんだよ」

　餅米や生薬をとろけるほど煮込んだ参鶏湯を頬張りながらマッコリを飲んで、お互いの近況話で盛り上がった。

「それにしても、千春はいいよね。彼氏は現代アート界期待の若手第一人者だし、その展覧会のためにソウル滞在なんて。将来は世界的に活躍するゲージュツ家の妻に決まりでしょ」

　香奈枝が無邪気な声で煽る。私は無意識に、天然にも近い率直なＢ型の彼女はスンウと同じ血液型なんだなぁ…などと考えていた。あの夜からもう一週間は経つというのに、何かにつけて彼の事を思い出す自分に苛立ちを覚えてしまう。

「別に。まだ結婚するって決まった訳じゃないし」

「何言ってるのよ。洋一さんは千春にゾッコンだもの。このままいけば玉の輿じゃない？」

　Ａ型の美優も酔っているのか、はしゃいだ調子でからかってくる。

「でも韓国っていいね。お料理は美味しいし、素敵な男性も多いもの。ほら、たとえば、あんな美形のビジネスマンとか」

「おおっ。いいね。スーツ姿が決まってるぅ。でも、連れの女性も超きれいじゃない？　……あ、あれはユジンだよ！　最近、韓国ブランドのファッションショーにも出てる美人モデル。日本にも何度も来日してテレビにも出てたじゃない」

「へぇ……」

　芸能人にはさほど興味はなかったものの、美優が示す方向に視線を向け、私は思わず息を飲んだ。

「あれ、あの二人？」

「恋人同士なのかな。この店はソウルのカップルにも人気がある店だもんね。しかし、あの男性も超イケメンだね」

「スンウ……」

「え？　今、なんて言ったの。千春」

「な、何でもないわ」

　店内の奥まったソファ席はＶＩＰルームなのだろうか。革張りの椅子に座ったカップルの男性客は間違いなくスンウだった。テーブルをはさんだ対面席には、ストレートヘアのすらりとした美人が微笑んでいる。真っ黒な艶のある髪。ほっそりとした影が、キャンドルの灯りと共に揺れ彼の方に傾いているようだった。

「やばぁい。あの雰囲気。スキャンダルだったりして」

「お似合いの美男美女だね。目立つわぁ」

　ミーハー的な好奇心全開の声を聞きながら、私は椅子ごと深く沈んでしまいそうな重苦しい気持ちになっていた。

（ソウルにあんなきれいな彼女がいたのね。それじゃあ、一週間前の事は遊び？）

　中二階の席でくつろぐ二人を見ながら、私は胸がギュウッと締めつけられた。

（文句は言えない。私は日本人の婚約者がいて、彼にも恋人がいる。あの夜のベッドインは、日本人女性にちょっと興味を持っただけのことかもしれない）

　あの日は愛情だと感じた微笑みも、サービス業のプロとしての社交術だったのではないか。

　後悔はしていないけど、彼を想って胸を焦がした日々はいったい何だったんだろう……。

　彼女ともあんなキスをしたり、ベッドで抱き合ってとろけあい、ひとつになるような時間を過ごしているのだろうか。

　はしゃぐ二人の顔を見ながら、心の中に暗いもやもやとした気持ちがどんどん広がっていった。

「韓国女性ってスタイルいいもんね」

「目の保養になるわぁ」

　美優と香奈枝がため息をついて見惚れている。確かに同じ東洋人とは思えない位、八頭身の韓国美女はそのフロアで一際目立って美しかった。

　私らしくもなく、嫉妬の二文字が心に浮かびあがってくる。

（この気持ちはもしかして、恋愛感情なの？）

　私には洋一がいる。そう言い聞かせてみた。

　それなのに、胸の奥にぱっくりと開いた傷から、血が噴き出しているかのような痛みが走る。両腕で体を抱えても、何故か身震いが止まらなかった。

（これが、どうにもならない感情で傷付くっていう事なんだ）

　過去の男性たちの言葉を思い出しながら、心にポッカリと広がった空洞を恐ろしく広く感じていた。







「ようこそ、いらっしゃいませ」

　レセプション関係者のパーティーは、ビジネス展示場の一フロアを貸し切って盛大に行われていた。

「宇野洋一さんの奥様ですか。あぁ、失礼。婚約者の方ですね。こんなに美しい方がそばに付いてくれるのだから、宇野さんの将来も安泰ですな」

　日本と韓国のアーティストや、そのエージェント達、そしてマスコミや出資企業の関係者などが集まってにぎやかに挨拶を交わしている。

　グレーのジャケットに白いシャツを合わせた洋一と、淡いオレンジのミニドレスを着た私は、どこに行っても注目されているように思えた。

「そのドレス、胸元が開いてセクシー過ぎるんじゃないか」

　なんて洋一は私の格好に不満な様子だったけど、会場の目立つ場所に飾られた自分の作品を目にして機嫌が直ったようだった。メインの広間にも大々的にプロフィールを紹介されているところを見ると、今回のレセプションで洋一の作品は格別の注目を集めていることが窺える。

「今後は世界をターゲットに、自然をテーマにしたものを手掛けていきたいんです」

　洋一は如才なく、雑誌社や広告関係者に愛想をふりまいている。

　その姿を見ていると尊敬の念も失せて、彼への気持ちまで冷え切っていくのを感じた。

（昔は、絵を描いている時が何よりも幸せそうだったのに。まるで今はスポンサーに媚を売る安っぽいタレントだわ）

　温もりのある手描きの絵画から、コンピュータを使ったＣＧやコラージュを多用するようになり、宣伝になる仕事や高額な発注ばかりを優先させている。

　海辺や動物たちをモチーフに描き、自然の躍動感を手作業で伝えていく――そんな絵を大事にしていた以前の彼はもういない。そう思うと、私はこのままこの人と結婚していいのだろうかと考えてしまう。

　スンウと韓国人モデルの逢瀬を目撃したあの夜――。

　私は洋一に求められるまま、久しぶりに彼とベッドを共にした。

　穏やかなキスに、時間をかけた愛撫。それでも、ほとんど濡れてこない私には構わず洋一はいつものように、それが当然だとばかりに挿入してきた。

　身内としての思いやりや温かさを感じるし、射精までの退屈なほどのおだやかな抱擁も、決して悪くはないのかもしれない、と思いこもうとしていた。

　長い間、私を見守ってきてくれた彼と愛を育むのが、幸せへの基本条件だと信じたかった。

　でも、絵画への熱意は低下し、処世術ばかり長けていく洋一を見ていると、このまま正式な婚約に進むことへのためらいが生じてしまう。

「千春、おいで。主催してくださったＤＴツアー担当者のスピーチが始まる。日韓の現代アートを支える、理解あるスポンサー企業の方だ」

　壇上に視線を向けて、私は声を失った。

「え……あれは？」

　そこには上質な風合いの黒いスーツに身を包み、如才なく来場者に笑顔を向けているスンウの姿があった。胸元には主催者である事を示すネームホルダーを付けている。その傍らにはあのモデルの彼女が、彼に合わせたのかシックな黒いドレスで寄りそっていた。

「おや、知り合いかい？」

　彼に手を上げて合図する洋一が、怪訝そうな顔をする。

「……いえ、あの……荷物のトラブルの時にちょっと……」

　婚約者の手前、親しげに話しかける訳にはいかず、到着した日の出来ごとだけを伝えて平静を装った。

　日韓合同イベントの主催者として、堂々と挨拶する彼は頼もしかった。会場は割れんばかりの拍手が鳴り響いている。今日初めて知った彼の肩書が「エグゼクティブ・ディレクター」である事にも驚かされた。洋一が「日本で言えば専務クラスって事だよ」と私に耳打ちする。

（いったいどうして？　急なアクシデントに対応する、現場係のツアコンじゃなかったの？　それが実はこんな大きなコンベンションに関わっていた重役だなんて）

　スピーチが終わった二人は壇上から降り、手を上げた洋一の所に歩み寄って来た。

　スンウは何もかも承知していると言うように、親しげに含みを持たせて会釈してくる。ホテルでずぶ濡れになった薄いグレーのスーツ姿の彼とは別人のようだ。長身にすっきりとブラックスーツを着こなして、いかにも仕事のできる若手の重役といったオーラを放っている。

「それは奇遇だな。彼は主催企業の中心になって、僕の絵をメイン会場に抜擢してくれたんだ。スンウ、紹介するよ。婚約者の千春だ」

「よろしくお願いします」

　平静を装って、スンウに近付き握手を交わしたときだ。

「きれいな方ね。今期ＤＴツアーのイメージモデルを務めるユジンです」

　親しげな笑みを浮かべて、彼女が私に手を差し伸べてきた。美優や香奈枝と行ったレストランで姿は見知っていたものの、間近で見ると完璧に作り込まれたような人工的な美貌に圧倒されてしまう。

「スンウとは、いいパートナー関係を結んでいるんですよ。仕事でも、プライベートでも」

「何言ってるんだ。ユジン」

「いやね、隠さなくてもいいじゃない。私達の関係」

　彼女は私とスンウの微妙な表情から、何かを察知したのかもしれない。あんなに会いたかった相手と遭遇したというのに、事務的な態度で接しなければいけない苦しさに唇をかんだ。

「美男美女でお似合いですよ」

　愛想を振りまく洋一の態度が、私の苛立った心を逆撫でしてくる。

　夢の中で再会したときは、甘くキスをして抱きしめてくれたスンウは、現実では別の女性をエスコートして手の届かない人になっていた。







「人に見られてしまうわ。何するの！」

「こっちに来て。いいから」

　関係者用の階段には、だれもいなかった。

「これから、彼の挨拶が始まるのに」

　夕暮れのオフィス街が見下ろせる高層のインテリジェントビルは、世俗的な事を忘れさせてくれるような非現実感があった。黒いスーツのスンウとミニドレスにハイヒールの私の恰好は、浮世離れしていて韓流ドラマみたいだ。そう、まるでマフィアの集まりに紛れこんでいた潜入捜査官と、彼が内部に送り込んだ情婦のようだ。周囲に誰もいない事を確認して、スンウが私の手に指をからめてくる。

「婚約者の退屈な絵画レクチャー、聞きたかった？」

「いいえ、全然」

　アーティストとしての創作よりも、野心や功名心に燃える洋一の姿に失望したくなかった。多くの協賛企業に気に入られ、作品を高値でさばこうと目論む顔にはどこか卑しさが漂っていて辛い。

「そう思ってたよ。それにしても、この偶然に感謝しなくちゃ」

　下のフロアに入ると、レセプションルーム利用者の為の豪華な控室があった。宿泊もできるようになっていて、まるでホテルの客室そのものだ。重い木目の扉をカードキーで開けると、そこは漢江を挟んでソウル中心部が一望できるデラックスな客室だ。眼下に星がまたたくような、きらびやかなネオンの海が広がった。

「うわぁ、きれい」

「そうかな、千春さんの方が、ずっときれいだ」

「何言ってるの。日本女性に見え透いたお世辞は通用しないんだから」

　大きなガラス窓には、細いラインストーンのストラップだけが肩にかかったベアトップ風ドレスの私と、後ろに立つスンウのシルエットが夕景に重なった。

「似合ってるよ。このドレス」

「見立てた人のセンスがいいんじゃない」

「立ち姿がセクシーで、ドキッとしたよ。会場に入ってきた時から、ずっと目が離せなかった」

　背中から腕を回され、キュッと抱きしめられる。首筋にスンウの唇が触れ、私の体にはあの日の官能的なざわめきがよみがえってきた。

「あんな美女といたら、私なんかかすんじゃうでしょ。実は私、支庁そばのレストランであなたたちが食事してるところ、見ちゃったんだけど」

　ちょっとイジけた気分になっていた私は、彼を試すような言葉を投げかけてみた。彼女の発言や思わせぶりな態度は、仕事上の関係だけだとは思わせないものがあった。

「寝たいって言われたよ。彼女から」

「そんな、直球で？」

「あぁ。でも、断った。好きな女性がいるからってね」

（好きな……ひとって……まさか？）

「もう二度と会えないかと思ってた」

　首筋に当たる唇から、切なげな息が漏れた。後ろから回した手は胸元にかかり、ドレスの谷間に忍びこもうとしている。

「だめ……まだパーティーの途中なのに……」

「かまわないよ。だれも来ないさ」

「この部屋、控室でしょ」

「鍵はオレが持ってる」

　スンウの指先が乳房の尖りを見つけ出し、敏感な先端を強く刺激し始めた。パーティーの最中にフォーマルなドレスで、こんな淫らな行為を仕掛けられて、いけない事をしているという背徳感が煽られる。

「あぁんっ……こんなの、駄目よっ」

「すごくきれいだ。ガラス窓に映る喘ぎ顔、自分で見てごらん」

「いやっ……そんなのっ」

　彼は背中から一気に私のドレスのファスナーを降ろしてしまった。ガラス窓のシルエットに白くまろやかな乳房がぷるっと揺れてさらけ出された。足もとに落ちたドレスを拾う事もできず、私は小さな真珠のネックレスと、ドレスに合わせたシャーベットオレンジのパンティーだけを身につけて、高層ビル街の眺望を見下ろしている。

「最高の眺めだよ。千春さんの体に、ソウルの夕景が溶け込んで見える」

「やめてっ……外から見えちゃう」

　後ろから体を密着させたスンウは、壁一面の大きな窓ガラスに私の裸体をひけらかすように押しつけてくる。

「下のビル群からは見えないけど、高層ホテルからは千春さんのいやらしい喘ぎ顔が丸見えだよ。このゴージャスな裸体もね」

　乳房を後ろから揉みしだき、片方の指をパンティーの中に潜り込ませて、割れ目の奥に差し込んできた。

「あぁんっ……やめてっ……駄目よっ……お願い」

「そんな事を言って……千春さん、こんなに感じてるじゃないか。パンティーの中、グチョグチョだよ」

「あぁんっ……ひどい」

　彼の長く細い指が、パンティーの中で蠢いてクチュックチュッと湿った音を立てている。

「ほら、向こうのビルにも、千春さんの恥かしい姿を見せてあげようよ」

「はぁんっ……もう、もう……やめてっ……」

「パンティーも邪魔かな。たっぷり濡れてるからね」

　素早くパンティーを降ろされ、淡い茂みを彼の指が弄り、かき回すいやらしい動きまでがガラスに映し出された。

「ほら、ヌルヌルした液がこんなに溢れてくる」

　濡れた指先を出したり入れたりしながら、耳に熱い息を吹きかけられると、頭が真っ白になって腰をくねらせてしまう。涼しげで真摯な眼差しの陰に、こんなサディステイックな一面を隠していたなんて許せないという思いが湧きあがってきて、ガラス越しに映る彼を睨んだ。

「そんな目も魅力的に映るって、わかってやってるの？　抱きたくて、気が狂いそうだったよ。僕をこんな風にした罰を受けてもらうよ」

「あぁっ……何を……」

「ソウルの街が忘れられなくなるように、千春さんの公開処罰をしなければいけない」

「あぁっ……いやよっ……許してっ」

　彼の肩と腕で羽交い締めにされるような格好になり、私は半泣きになりながら、周辺のビルに恥ずかしい姿で向き合わなければならなかった。

　手早く自分のスーツを脱ぎ捨てた彼は、逞しい体を私の後ろに密着させ、熱い肌をなすりつけてくる。

「くぅっ……」

「全裸で乱れる姿、目に焼き付けたいんだ。後ろから、千春さんを犯したい」

「あぁぁぁぁっ……くぅっ……」

　スンウが後ろから私の腰を引きつけ、屹立した部分で十分に潤ったヴァギナをめくり上げた。

「もっと淫らになって、婚約者が知らない顔を僕に見せて」

　ズンッと付きたてられた男性自身が、後ろから一気に埋め込まれるような力強さで体内を貫通していく。

「……ひぃっ……あぁぁんっ、壊れちゃうぅっ」

　大声で叫ぶと、眼下の灯りが細かく砕け散っていくような気がする。

「どこにいても、決してオレの事が忘れられなくなるようにするから」

「ぐぅっ……んっ……」

　ズンッと激しく突き上げられて、ガラスに手を付き体を支えるのがやっとだった。パールのネックレスが首元で弾み、シャランと可憐な音を立てる。全裸にまとっているのは一点のアクセサリーだけ。そのことが、淫靡な感覚を一層盛り上げるようだ。

「あぁぁんっ……はぁんっ……」

　ヒップを突き上げ、身をくねらせる私の姿は、きっと高層ホテルに呼び出された娼婦のように見えるのかもしれない。

　それでも、後方から突き上げてくる快感に支配され、声を上げる事で、彼の存在に没頭し、雑念はすべて消えていった。

「もう、たまらない……千春さんの中で果てたいよっ……」

　クライマックスに向かって、激しく体内をかき回すスンウの肉体は、私の膣の中で小さな花火を点火するように細かい光になって、窓の外にまで広がり散らばってくる。

「あぁぁんっ……すごいのっ……こんな感覚、初めてなのぉっ」

　髪を振り立てて仰け反る私の背筋を、燃えたぎる火の球が駆け抜けて行く。

「千春さんを、オレのものにしたい……あいつから奪い去りたいよ」

　抜き差しの速度が速まり、脳髄に白いものが点滅し始める。

「だれにも、渡したくないっ……あぁっ……もう、イキそうだっ」

「はぁぁっ……んんぅっ……私も……イクゥッ……」

　激しい痙攣を伴って、二つの体はもつれながら崩れ落ちた。

　広いコンベンションルームのパーティーも、誇らしげな婚約者のスピーチも、今の私にとっては何もかもが別世界だった。

　ただ、スンウの荒い息遣いと星雲のように渦を巻く眼下の灯りだけが、情事の記録として刻み込まれた。







「たまには、海外展示もいいな」

　コンベンションで発表した新作が高く評価され、複数のオファーを得た洋一は満足そうだった。高級マンスリーマンションでのソウル滞在も、もう残すところ数日になっていた。

　婚約者が自分のスピーチの時間にパーティーを抜けだし、階下の控室で男と抱き合っていたなんて、想像だにしていないのだろう。しかも相手はクライアント企業の担当者で、全裸でガラス際に立たされて、何度も絶頂に達したなんて。

「お前も話してたが、あのスンウって担当者が、あの会社の若手トップでさ」

「ふぅん……」

　興味なさげに返事をするのは、あの行為の後、私もスンウの出自を嫌と言うほど知らされたからだ。

　シャワーを浴びてドレスを元通りに身に付けた私は、「だれもいないから」と言う言葉を信じていた。

　だから部屋を出てみたら、ドアの前にモデルのユジンが立ちはだかっていたときは体中が凍りつくような戦慄を覚えた。外にまで声が漏れていたはずはないものの、彼女は何もかもお見通しだと言わんばかりに食ってかかってきたのだ。彼女は日本語も流暢なようで、興奮して韓国語で怒鳴った後、わざと私に聞かせるようにして日本語で言った。

「立場をわきまえてもらわないと。いくら先進アーティストの作品独占権を狙っているとは言っても、大して美しくもない日本人を相手にするほど、あなたは持ち駒に困っているはずはないんだから」

「くだらない事を言うなよ。この方は大切なゲストだぞ」

　正面切って彼女に反論してくれたスンウの気持ちが、私にはうれしかった。それでも、さすがに次の言葉にショックを受けてしまった。

「社長ご子息、つまり次期社長の座を約束されたあなたが、うかつなスキャンダルを自ら引き起こしては困ります。妻にはそれなりの人材を選ぶことが周囲から期待されている事を忘れないでくださいね」

　そう言って立ち去った彼女の背中には、まるで自分こそスンウの妻に相応しいと言わんばかりの自信が溢れていた。

　観光ガイドだと思っていた相手……。純真で仕事熱心で、恋愛に一途で情熱的で向こう見ずな彼に、私は次第に心を奪われていた。

　韓国のアート市場さえスポンサードする大手旅行代理店の跡取りだなんて、あまりにも私とは生きている世界が違い過ぎる。

　洋一の妻になって、スンウの支援でアーティストとしての活躍の場を広げていく将来像は、私にとって残酷なものでしかない。

「誤解させてごめんなさい。私たち、何でもないから」

　そう言って、二人を後に駆けだしたのは、きっと涙が出そうで怖かったからだ。

（スンウにとって私は、情事の相手として刺激的だっただけなんだ）

　私は今回の旅で心に傷を負うという体験をして、ようやく成長し大人になれたような気がする。

　形だけの関係なんかいらない。

　惰性で付き合って、兄妹のような感情のまま、結婚に踏み込むのは間違っていると今になって気がついた。

　しばらくは一人でいるのが寂しいと思うけど、星がまたたくような高層階の眺望と愉悦の記憶は決して消えないから、それを唯一の恋愛感情の証として守っていこう。

　そう思えたのは、きっと前進なのだろう。




「洋一、ちょっと聞いてほしいんだけど」

　作品を整理し、売上管理票に必死に入力している婚約者に、ずっと考えていた事を伝えなければならなかった。

「私、婚約解消したいの」

「な、何を……バカな」

　一瞬の沈黙の後、ようやく顔を上げた彼の唇が震えている。

　よろめくように立ち上がった洋一は、まったく信じられないという表情で私を凝視した。

「気の迷いだろう。今までだって、千春は何度オレと別れても、結局は戻ってきたじゃないか」

「うん……でも、今回は違うわ。ごめんなさい」

　私は、すがるような目の彼と見つめあうのが辛くなって足もとに視線を外した。

　もしスンウと出会っていなかったら３つ年上の彼に、ずっと寄りかかって生きて行けたのかもしれない。

　過去に他の男性と付き合っても、気まぐれで独りになりたいと別れを持ちかけても、必ず私が戻ってくるって信じてくれてたんだよね。

「私は、別の便で帰る」

　詳しい理由は、落ち着いてから話す、とだけようやく口にできた。

　明日、まだ早い時間に帰国しよう。迷いが出ないように。

　機内からソウル市内を見下ろす間は、一人で思い出に浸りたかった。







「見送ってくれてありがと。残りのコンベンションもがんばって」

　別れ際の洋一は、今までで一番やさしい微笑みを見せると、本当の妹を見送るように心配そうな顔をしてみせた。

「私は大丈夫だって。こう見えても強いんだから」

　日本で日常が待っている。仕事をして、女友達とときどきお酒を飲んで、時折ソウルの夜を思い出すのだろう。

「さよなら。またね」

「日本に戻ったら、ゆっくり話し合おう。気の迷いだと信じてるぞ」

　大韓航空の出発時間が近づいている。搭乗口のゲート前で、洋一から手荷物を受け取った。お土産の大量の韓国海苔は、彼の精一杯の思いやりなんだと思う。

「行くね」

「ちょっと待って！」

　搭乗口にいた人達が、ざわめいている。チケットをリーダーに差し込んでゲートを抜けようとすると、後ろから猛ダッシュで駆け込んでくる黒い影があった。

「スンウ？」

「なんだ、どうして……？」

「行くなっ！　乗っちゃ駄目だっ！」

　周囲を気にせず大声で叫ぶ姿は、まったくＢ型そのものだった。こっちの方が周りを見渡して赤面してしまう。

「どうして、来たの？」

　今の私は、ドレスを脱いで白いシャツに着古したジーンズをはいた、ただの日本人旅行者のＯＬだ。

　スンウはあの雨の日にびしょ濡れになっていた、グレーのスーツを着ている。

　あの日に紛失したトランクは、航空会社の手配で私の手元に戻って来て、今、こうして日本行きの便に搭乗するのを待っていた。

「千春さんと！　結婚させてください」

　周囲の人の視線が一斉にスンウに集まる。

　そんな周りの様子もまったく気にとめずに、私ではなく洋一に向かってスンウは頭を下げた。

「国籍も立場も違う。でも、この人を愛してしまったから」

　搭乗便のアナウンスが流れる。もう、行かなくちゃならないのに、体が凍りついたように動けない。

　こんなときにプロポーズするなんて、本当にこの人って非常識過ぎる！

「千春、いいんだね」

　洋一は、すべてを理解したという顔で、私の顔を見つめた。プライドの高い彼が、スンウの肩書きや立場に依存していない真っ直ぐな性格に打たれ、相手を認めている事がわかる。

「千春がそれで幸せになれると言うなら、オレは賛成するよ」

「って事は、ＯＫと理解していいんですね」

　キャッホォ―ッと大人げない歓声の後、皺だらけのスーツを着たスンウが私を抱きしめてきた。

「必ず幸せにします。この人を」

　そう言うと、私の手からトランクと搭乗券を奪い去ってしまう。

「何するの！」

　強引に手を引っ張られて私の体は彼の胸に押し付けられる。

「飛行機の便はキャンセルしたから。それから、君の勤務先にも手配して、国際レセプションのアートディレクターとして出向してもらうように手筈を整えてある」

「そんな、私の意思も聞かないで、どうして強引な方法を取るの？」

　考え抜いて出した帰国のプランを、チャラにしてしまったスンウの勝手さに、私はついカッとなってしまう。

「ゴメン。優秀な人材を見逃せなかったんだよ。仕事の件は、後で調整してくれて構わない。ただ、これだけは受け取ってほしいんだ」

　手にした小さなケースは、高級そうな布に包まれていた。

「サイズは、６でよかったかな」

「ゆ……指輪って事？」

　それは細かなパヴェダイヤを埋め込んだプラチナのエンゲージリングだった。

「あの日の、ソウルの景色を思い出してほしくて、市内のジュエリーショップを回った。千春さんにぴったりの物をオーダーしたんだ」

「なんて……衝動的なの」

「もちろん、思い出は心に仕舞っておくのもいいけどね。選ぶのは君だよ」

　微笑むスンウの顔を見た私の答えは決まっていた。


〈了〉
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